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経営紹介

農村の地域資源を活かす
細内 信孝
農村社会が抱える課題への対応には、地域資源をビジネスに活用するコミュ
ニティ・ビジネス戦略が必要だ。これが今後の地域活性化のカギを握る。

コミュニティ・ビジネス戦略で活性化を5

齋藤 京子
六次産業化をきっかけに、農業の経営力を発揮するチャンスが出てきた。農
村の女性起業家の現状と地域ビジネス先駆者としての今後の課題を探る。

農村の女性起業家こそ地域ビジネス先駆者9

篠崎 宏
国民の消費行動の変化によって長期低迷が続く観光産業。観光と農村交
流をミックスした新たなアグリツーリズムが、今や有望とされている。

新アグリツーリズムで観光・交流モデル13

経営紹介

アグリネットワーク・れいほく株式会社
建設業から農業参入して4年目。地元特産のユズを使った商品は、商慣習
を踏まえた価格設定で首都圏の百貨店などで消費者から好評を得ている。
農産物の強みを最大限に生かした加工品を企画し、商品化へつなげる。

農業参入で六次産業化
ユズの商品企画に強み／高知県

17

＊本誌掲載文のうち、意見にわたる部分は、筆者個人の見解です。

変革は人にあり

株式会社オリザ
株式会社オリザのプロジェクトは、スタート4年で成果を出し始めた。ビジネス
モデルはユニークで、ミニトマトなどの栽培技術をマニュアル化して、無償で
技術を農業者へ提供し、共同生産するオープン・イノベーション方式をとる。

浅井 雄一郎／三重県25

撮影：森田 敏隆
静岡県静岡市清水区
2003年5月撮影

石垣イチゴ

シリーズ・その他

■日本平南側の斜面、国道150号線沿いは「いちごライン」とも呼ばれ、
１月から５月までのシーズンはいちご狩りでにぎわう。点在するビニールハ
ウスに入ると、積み重ねられた石垣の間に栽培された「石垣イチゴ」の
緑の葉と赤い果実のコントラストが美しい■

震災で被災された皆さまへ

東日本大震災により被災された皆さまへの
支援態勢について

2

3

農と食の邂逅
かあちゃん塾 19萩原 知美

菊森 淳文
観天望気

22

主張・多論百出

フォーラムエッセイ
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23

28

小林 勢以子

塩野 米松

書　評
イザベラ・バード著／高梨健吉訳『日本奥地紀行』 34
宇根 豊

耳よりな話　110
33

35山口で合同交流会を開催　山口支店
35盛岡で「経営戦略セミナー」開催　盛岡支店

35
「岩手県農業経営アドバイザー連絡協議会」を開催
盛岡支店

35仙台で漁業者の意見交換会開催　仙台支店
36「農商工連携セミナー・商談会」開催　東京支店

37スーパーＬ資金の実質無利子化措置が23年度も継続します
38第６回アグリフードＥＸＰＯ東京２０１１

37みんなの広場

インフォメーション

情報戦略レポート

農業景況は過去最低　天候不順などが響く29 津田 知幸

36
ＡＰＲＡＣＡ研修生受入れで愛知県の担い手農業者
や農協を訪問　情報戦略部

交叉点
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震災で被災された皆さまへ

　このたびの東日本大震災により、お亡くなりになられた方々のご

冥福をお祈り申し上げますとともに、被災された皆さまに対して謹

んでお見舞い申し上げます。

　日本政策金融公庫では、政策金融機関として被災された地域の

農林漁業や中小･小規模企業の皆さまのお力になれるよう、政府と

ともに震災対応に取り組んでおります。

　このため、被災されました皆さまのご返済や、復旧･復興にかか

るご融資の相談に的確に対応すべく、全国の支店に特別相談窓口

を設置したほか、事業資金相談ダイヤルを通じた電話でのご相談

にも対応しております。

　皆さまのご健康と一日も早い被災地の復興を心からお祈り申し上

げますとともに、これからも全力でご支援に取り組んでまいります。

日本政策金融公庫
総裁　安居  祥策
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東日本大震災により
被災された皆さまへの支援態勢について

平成23年4月15日現在

特別相談窓口の設置及び電話相談の実施

農林漁業者向け融資制度（農林水産事業）
（１）「農林漁業セーフティネット資金」「農林漁業施設資金」

3月11日付で、全国の支店に「平成23年東北地方太平洋沖地震災害に関する特別相談窓口」を設置し、被害を受けた
皆さまからの融資相談や返済相談に対応しています。
また、支店における窓口相談のほか、電話でのご相談（事業資金相談ダイヤル）にも対応しています。

農林漁業者の皆さまには、「農林漁業セーフティネット資金」及び「農林漁業施設資金」を取り扱っています。
なお、農林漁業セーフティネット資金については平成23年4月1日から融資限度額（一般）が300万円から600万円に引き上
げられました。

平 日
（9時から19時）

資金名

資金使途

融資限度額

融資期間
(うち据置期間)

農林漁業セーフティネット資金

経営の維持安定に必要な長期運転資金

【一般】600万円
【特認】年間経営費等の３／１２以内

10年以内
（3年以内）

農林漁業施設資金（災害復旧）

農林漁業用施設の復旧

負担する額の80％又は1施設当たり300
万円（特認600万円）、（漁船は1,000万
円）のいずれか低い額

15年以内
（3年以内）

土日祝日
（9時から17時）

■電話相談（事業資金相談ダイヤル）

■融資制度の概要

TEL 0120-220-353

TEL 0120-327-790

TEL 0120-926-478

TEL 0120-154-505小規模企業向けの小口資金
（国民生活事業）

中小企業向けの長期事業資金
（中小企業事業）

農林漁業や食品産業向けの事業資金
（農林水産事業）

連絡先
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返済相談等への柔軟な対応

主な地域の相談窓口（農林水産事業）

（２）スーパーＬ資金による緊急支援（無利子・無担保融資）

被災された皆さまからの返済相談については、政策金融機関として、皆さまの個別の状況を踏まえた親身な応対と負担
の軽減に努めています。

貸付当初５年間実質無利子となるスーパーＬ資金について、被災農業者に対して優先的にご融資するとともに、経営状
況に応じて3千万円までは実質無担保として迅速かつ弾力的に取り組んでいます。

対象者

条件変更相談への
柔軟な対応

資金使途（例）

利子助成期間

融資限度額

融資期間

対象となる融資

認定農業者（農業経営改善計画を作成して市町村の認定を受けた個人・法人）

●震災の影響により返済猶予の申し出が遅れた場合でも、返済期日に遡
そきゅう

及して返済
猶予の手続きを実施

●提出書類の簡素化（決算書提出の省略が可能など）
●電話等の簡便な手段による相談が可能

※１）都道府県、市町村の利子助成の条件等によっては無利子とならない場合があります。
※２）貸付当初５年間の金利負担軽減措置は、毎年度国の予算の範囲内で実施されるものであり、予算の状況によっては、利子助成の内容に変更が生じる

可能性があります。

出荷制限等による影響を軽減し、経営改善するための長期運転資金　など

貸付当初５年間  （※2）

【個人】１億円　【法人】３億円
ただし、それぞれ５００万円以下の融資は実質無利子化の対象外

２５年以内（うち据置期間１０年以内）

平成２４年３月３１日までに当公庫が融資決定したもの

■返済相談等への対応

■スーパーＬ資金の無利子化措置の概要 (※１)

県 名
青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島
茨城
栃木
群馬
千葉

支店名
青森
盛岡
仙台
秋田
山形
福島
水戸
宇都宮
前橋
千葉

住 所
〒030-0861　青森市長島1-4-2
〒020-0021　盛岡市中央通2-2-5　住友生命ビル
〒980-8452　仙台市青葉区中央1-6-35　東京建物仙台ビル
〒010-0001　秋田市中通1-2-26　秋田農林ビル
〒990-0042　山形市七日町3-1-9　山形商工会議所会館
〒960-8041　福島市大町1-16
〒310-0026　水戸市泉町1-2-4　水戸泉町 第一生命ビル
〒320-0813　宇都宮市二番長1-31
〒371-0023　前橋市本町1-6-19
〒260-0013　千葉市中央区中央4-13-9

電話番号
0120-911495
0120-911539
0120-911547
0120-911498
0120-926485
0120-959046
0120-926427
0120-959042
0120-926481
0120-926471
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地
域
資
源
を
活
用
し
て
元
気
づ
く
り

　

わ
が
国
の
農
村
社
会
が
直
面
し
て
い
る
問
題
は
、農
地

の
荒
廃
、農
家
の
高
齢
化
、集
落
の
人
口
減
少
、後
継
者

の
不
在
、空
き
家
の
増
加
、文
化
・
伝
統
の
継
承
困
難
、不

十
分
な
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、若
者
の
仕
事
場
不
足
と

い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。ま
た
、過
疎
地
の
農
村
で

は
、す
で
に
限
界
集
落
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
現
実
も
あ

る
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決

方
法
の
一
つ
に
、“
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス（
以
下
Ｃ

Ｂ
）”が
あ
る
。そ
こ
で
こ
れ
を
核
に
し
た
地
域
再
生
、活

性
化
の
方
法
論
を
述
べ
て
み
た
い
。

　

筆
者
は
、地
域
社
会
に
貢
献
す
る
よ
う
な
活
動
や
事

業
に
は
Ｃ
Ｂ
と
い
う
戦
略
が
必
要
だ
と
訴
え
て
い
る
。具

体
的
に
は
、Ｃ
Ｂ
と
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
起
点
に
し

て
、地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
の
問
題
に
取
り
組

み
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
労
働
力
、原
材
料
、ノ
ウ
ハ
ウ
、技

術
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
て
、ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

立
さ
せ
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
元
気
づ
く
り
を
目
的
に

し
た
事
業
活
動
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る（
図
１
）。

　

最
近
、こ
の
Ｃ
Ｂ
事
業
の
推
進
に
は
マ
ク
ロ
政
策
と
ミ

ク
ロ
政
策
の
両
輪
が
必
要
で
あ
る
、と
感
じ
て
い
る
。実

は
、こ
れ
ま
で
の
農
村
社
会
に
は
、ミ
ク
ロ
政
策
は
あ
っ

て
も
、マ
ク
ロ
政
策
と
い
う
も
の
が
少
な
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、都
市
部
に
環
境
保
全
税
を
導
入
す
る
ケ
ー

ス
が
わ
か
り
や
す
い
例
と
言
え
る
。横
浜
市
の
場
合
、水

源
を
神
奈
川
県
の
上
流
部
や
山
梨
県
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、

下
流
地
域
の
横
浜
市
が
得
る
生
活
利
益
を
何
ら
か
の
形
で

上
流
地
域
の
人
た
ち
に
還
元
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
、こ

れ
ま
で
に
も
環
境
保
全
税
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。

　

今
後
、都
市
部
で
は
、そ
う
し
た
こ
と
を
政
策
的
に
導

入
し
、都
市
部
の
生
活
者
に
も
環
境
保
全
税
と
し
て
受
益

者
負
担
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、二
一
世
紀
の
環
境
共
生

の
観
点
か
ら
、理
解
を
得
た
い
と
い
う
判
断
が
強
ま
っ
て

き
て
い
る
。端
的
に
は
税
収
で
得
た
財
源
の
一
部
を
、上

流
部
の
地
域
活
性
化
に
還
元
す
れ
ば
、Ｃ
Ｂ
事
業
の
支
援

に
活
用
す
る
こ
と
も
十
分
可
能
に
な
っ
て
く
る
。

　

ま
た
、ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
信
託
制
度
を
導
入
し
、上

流
部
の
水
源
涵
養
林
を
構
成
し
て
い
る
森
林
、周
辺
の
土

地
、建
築
物
な
ど
を
、ビ
ジ
ネ
ス
の
で
き
る
法
人
に
預
託

し
、利
潤
を
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。信
託

は
今
ま
で
信
託
銀
行
し
か
扱
え
な
か
っ
た
が
、最
近
、信

託
法
が
改
正
に
な
り
、こ
れ
ら
の
信
託
事
業
を
扱
う
法
人

な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て
総
合
的
な
地
域
事
業
を
行
う
こ

と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

農
村
社
会
に
お
け
る
Ｃ
Ｂ
戦
略
は
、マ
ク
ロ
政
策（
政

策
誘
導
的
な
税
制
）と
ミ
ク
ロ
政
策（
ヒ
ト
、モ
ノ
、チ
エ

　
特
集
　
農
村
の
地
域
資
源
を
活
か
す
　

高
齢
化
や
若
者
の
仕
事
場
不
足
な
ど
農
村
社
会
が
抱
え
る
課
題
へ
の
対
応
に
は
戦
略

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。特
に
地
域
が
持
つ
自
然
や
伝
統
技
術
な
ど
を
経
営
資
源
化

し
、ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。そ
れ
を
体
系
化
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス（
Ｃ
Ｂ
）戦
略
が
今
後
の
地
域
活
性
化
の
カ
ギ
を
握
る
。

コミュニティビジネス総合研究所所長

細内 信孝   Nobutaka Hosouchi

ほそうち  のぶたか
1957年宇都宮市生まれ。コミュニティ・ビジネスの提唱者。㈲コミュ
ニティビジネス総合研究所所長、ＣＢＮ理事長、法政大学大学院
兼任講師。1994年よりコミュニティ・ビジネスによるコミュニティの元
気づくりを提唱。全国的普及活動として講演ワークショップは1,300
回、起業指導は5,000件を超える。ＮＨＫ『クローズアップ現代』『ご
近所の底力』など、多くのテレビ番組に出演。近著に『新版コミュニ
ティ・ビジネス』がある。ホームページhttp://www.hosouchi.com

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
で
活
性
化
を
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の
流
れ
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

農
村
の
Ｃ
Ｂ
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、そ
う
し
た
環

境
保
全
策
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
、Ｃ
Ｂ
事
業
に
は
税
の
減

免
や
補
助
金
の
交
付
な
ど
も
考
慮
し
て
事
業
を
推
進
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

農
村
社
会
で
は
、栃
木
県
鹿
沼
市
に
あ
る『
有
限
会
社

花
農
場
あ
わ
の
』の
よ
う
に
自
立
し
た
女
性
た
ち
に
よ
る

起
業
が
少
な
く
な
い
。そ
の
点
で
女
性
起
業
支
援
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、そ
の
た
め
に

も
そ
う
し
た
人
材
育
成
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

そ
の
場
合
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と
い
う
の
は
、

中
間
的
な
立
場
か
ら
地
域
の
資
源
や
人
々
と
女
性
起
業

家
を
結
び
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

す
で
に
一
部
の
地
方
自
治
体
で
は
、事
務
効
率
化
か
ら

生
ま
れ
る
余
剰
人
材
の
う
ち
、優
秀
な
人
材
を
地
域
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
現
場
に
派
遣
・
出
向
さ
せ
、地

域
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
働
い
て
も
ら
う
、と
い
う
ケ
ー

ス
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
公
務
員
が
地
域
再
生
に
参
画
を

　

地
域
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、公
務
員

の
現
場
参
画
が
求
め
ら
れ
る
時
代
の
到
来
で
あ
る
。特
に

地
域
住
民
の
平
均
年
齢
が
高
く
な
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

現
場
に
は
高
齢
者
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
現
実
が

あ
り
、中
核
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
地
域
事
情

に
精
通
す
る
公
務
員
が
担
う
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
は
Ｃ
Ｂ
事

業
が
有
効
で
、特
に
相
互
扶
助
の
あ
る
生
産
現
場
を
ど
う

つ
く
っ
て
い
く
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
を

筆
者
は「
Ｃ
Ｂ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
づ
く
り
」、す
な
わ
ち“
共

同
体
の
生
産
現
場
づ
く
り
”と
言
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
の
Ｃ
Ｂ
は
、女
性
や
高
齢
者
の
就
労
の
場
や
地

域
活
性
化
を
目
的
と
す
る
身
の
丈
に
あ
っ
た
事
業
、そ
し

て
手
仕
事
の
喜
び
を
取
り
戻
す
た
め
の
本
物
づ
く
り
事

業
と
い
う
観
点
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

長
野
県
飯
田
市
に「
ひ
さ
か
た
風
土
舎
」と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
住
民
組
織
が
あ
る
。公
務
員
を
六
〇
歳
定
年
で
退

職
し
た
人
が
中
心
と
な
り
、地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
で
、

最
初
か
ら
最
後
ま
で
モ
ノ
を
つ
く
る
喜
び
を
取
り
戻
し

た
い
と
い
う
考
え
の
組
織
な
の
で
あ
る
。

　

カ
ウ
チ
ン
セ
ー
タ
ー
を
つ
く
る
た
め
に
、ま
ず
綿
羊
を

飼
育
し
、そ
の
羊
か
ら
毛
を
刈
り
取
っ
た
後
、染
め
て
糸

の
活
用
）の
両
輪
で
ま
わ
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
で
あ
る

と
言
っ
て
い
い（
図
２
）。

　マ
ク
ロ
、ミ
ク
ロ
両
輪
で
政
策
活
用

　

た
と
え
ば
、そ
れ
は
地
域
活
性
化
に
向
け
た
Ｃ
Ｂ
起
業

の
事
業
資
金
を
提
供
す
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ

ン
ド
の
設
立
や
信
用
保
証
の
仕
組
み
を
新
た
に
用
意
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。そ
の
場
合
、信
託
事
業
に
よ
っ

て
預
か
っ
た
土
地
や
建
築
物
、森
林
、水
源
な
ど
か
ら
生

み
出
さ
れ
る
利
潤
の
一
部
を
、そ
の
フ
ァ
ン
ド
に
還
流
さ

せ
る
こ
と
で
Ｃ
Ｂ
事
業
を
活
性
化
し
、地
域
内
に
好
循
環

図1　コミュニティ・ビジネスの事業化フロー

図2　農村社会のコミュニティ・ビジネス戦略

停滞した地域コミュニティ

再評価

活性化した地域コミュニティ

●新たな政策誘導（マクロ政策） ●ヒト・モノ・チエの活用（ミクロ政策）

活用できる
資源

事業の
テーマ

地域生活に
影響を与える

モノ・
サービス抽出された

問題、課題

人間らしく
いきいきと
した生活者

意欲ある
人材

洗い出し

動機づけ

さまざまな働きかけ

眠っている
資源

漠然とした
問題、課題

人材の不足
（社会的

弱者の存在）

都市部への環境保全税の導入 女性・高齢者の起業とマネージャー養成

信託制度の導入（土地建物・森林・水源） 顔の見える相互扶助の仕組みづくり

コミュニティ・ファンドの設立と信用保証 遊休資源、生活文化の積極的活用

ＣＢ事業税の減免や助成金の付与 都市生活者の「癒し」の場づくり

挑戦する農家には所得補償 基礎集団と機能集団の融合（リエゾン）

人

キーマン・知恵・ノウハウ

外部のネットワーク／サポート

資 金
使命感

健康な暮らし、コミュニティ（停滞から流動・活気）づくりへ
生活文化の向上暮らしの充実

健康・生きがい 人々の交流

移住家族の受入

地域力のアップ
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コミュニティ・ビジネス戦略で活性化を

ゆ
る
も
の
を
事
業
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

各
地
域
に
は
先
人
の
生
活
の
知
恵
や
生
活
文
化
が
あ

る
。た
と
え
ば
郷
土
料
理
、食
育
、風
土
に
合
っ
た
暮
ら
し
、

三
世
代
居
住
の
家
族
の
あ
り
方
、農
村
で
の
礼
儀
作
法
、

冠
婚
葬
祭
に
始
ま
っ
て
稲
作
の
水
利
活
用
な
ど
、こ
の
よ

う
な
も
の
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
化
し
て
も
っ
と
活
用
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
ら
を
後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と
は
、語
り
部
で
あ

る
高
齢
者
の
知
恵
を
収
集
し
、語
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
齢

者
自
身
が
、自
分
へ
の
気
づ
き
を
促
進
さ
せ
る
。そ
し
て

自
分
は
社
会
に
と
っ
て
必
要
な
存
在
な
の
だ
と
い
う
こ

と
が
高
齢
者
の
健
康
を
維
持
し
、地
域
の
中
で
役
に
立
っ

て
い
る
、と
い
う
好
循
環
を
生
み
出
す
。

　

行
政
も
、も
う
少
し
予
算
を
使
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
点
を
線
に
、そ
し
て
面
に
広
げ
て

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。そ
れ
が
過

疎
地
や
農
村
に
新
し
い
仕
事
を
つ
く
る
き
っ
か
け
に
も

な
る
と
、筆
者
は
考
え
る
。

　

農
村
社
会
は
日
本
の
原
風
景
で
あ
り
、都
市
生
活
者
の

癒
し
の
場
と
し
て
も
活
用
が
可
能
だ
。農
村
は
今
少
子
高

齢
化
で
空
き
家
が
多
い
。そ
の
空
き
家
の
積
極
的
な
活
用

策
と
し
て
は
、多
世
代
の
交
流
や
テ
ー
マ
型
家
族（
注
１
）

の
形
成
、健
康
を
取
り
戻
す
場
づ
く
り
な
ど
、建
物
信
託

を
通
じ
て
集
落
を
一
括
で
借
り
上
げ
て
も
よ
い
。

　

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス（
注
２
）と
し
て
の
お
試
し
版

や
長
期
滞
在
の
場
、健
康
的
な
五
感
を
取
り
戻
す
場
、団

塊
世
代
の
移
住
先
、さ
ら
に
は
青
少
年
の
集
団
生
活
・
研

修
の
場
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、農
村
に
は
Ｃ
Ｂ
事
業
の

芽
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

農
村
社
会
に
お
け
る
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、基
礎
集

団
と
し
て
の
存
在
と
、集
落
、里
山
、森
林
、温
泉
な
ど
を

持
っ
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
て
都
市
部
の
住
民
と
い
う
の

は
、好
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
機
能
集
団
を
結
成
し
、ス
ポ

ー
ツ
、医
療
介
護
、文
化
芸
術
、グ
リ
ー
ン･

ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
の
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
人
々
が
集
ま
っ
て
く
る
。

　

テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
都
市
部
に

は
た
く
さ
ん
あ
る
。特
に
団
塊
世
代
は
六
八
〇
万
人
が
地

域
に
戻
っ
て
き
た
。こ
の
農
村
の
地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

都
市
部
の
好
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
結
び
つ
け
、融
合
さ
せ

る
。こ
の
こ
と
を
筆
者
は“
リ
エ
ゾ
ン
”（
注
３
）と
い
う
言

葉
で
表
現
し
て
い
る
。

　
カ
ギ
を
握
る
戦
略
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

基
礎
集
団
と
機
能
集
団
の
融
合
を
つ
く
る
こ
と
に
よ

っ
て
、地
域
の
活
性
化
が
可
能
と
な
る
。都
会
か
ら
風
の

人
、す
な
わ
ち
専
門
家
を
呼
び
込
み
、土
の
人
＝
地
元
民

と
の
融
合
を
図
っ
た
新
た
な
仕
組
み
が
う
ま
く
で
き
た

状
態
を
筆
者
は「
テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
森
」と
い
う

言
葉
で
表
現
し
て
い
る（
図
３
）。テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
森
に
は“
戦
略
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
”が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
戦
略
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、地
域
の
問
題
解
決
と
活

性
化
を
第
一
義
的
に
捉
え
る
Ｃ
Ｂ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
た
も
の
で
あ
る
。農
村
社
会
で
も
地
域
の
問
題
を
解
決

す
る
主
体（
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、役
場
、農
協
、大
学
）が

多
様
な
位
置
づ
け
の
も
と
、問
題
解
決
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
を
多
面
的
に
結
び
変
化
さ
せ
る
。

　

農
村
も
中
山
間
地
も
、今
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の

か
を
決
め
る
こ
と
が
大
切
な
の
に
、そ
れ
が
で
き
て
い
な

い
。一
人
で
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
な
の
で
、地
域
全

体
で
取
り
組
む
に
は“
戦
略
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
”と
い
う
枠

組
み
を
持
つ
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
は“
戦
略
ユ
ニ
ッ
ト
”と
い
う
中
学
校
区
程
度

に
し
、セ
ー
タ
ー
を
編
み
上
げ
る
と
い
う
一
連
の
作
業
現

場
を
持
っ
て
い
る
。ワ
イ
ン
を
つ
く
る
の
に
も
ブ
ド
ウ
づ

く
り
か
ら
始
め
る
凝
り
よ
う
で
、こ
う
し
た
考
え
方
に
共

感
・
共
鳴
し
、多
く
の
地
域
住
民
が
集
ま
っ
て
地
域
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

　

筆
者
も
、顔
の
見
え
る
関
係
の
中
で
、最
初
か
ら
最
後

ま
で
自
分
の
手
で
農
産
物
や
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
を
つ
く

っ
て
い
く
の
が
本
物
の
農
業
で
あ
り
、本
物
の
モ
ノ
づ
く

り
だ
と
考
え
て
い
る
。だ
か
ら「
ひ
さ
か
た
風
土
舎
」の
こ

う
い
っ
た
活
動
に
は
心
か
ら
共
感
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
全
国
各
地
で
開
か
れ
る
Ｃ
Ｂ
の
講
演
会
や
起

業
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、前
述
の
Ｃ
Ｂ
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
で
地
域
の
産
物
を
活
用
し
た
食
品
加
工
や
特
産
品

づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
て
い
る
。そ
の
地
域

資
源
の
活
用
に
は
、そ
ば
や
う
ど
ん
、お
や
き
な
ど
、何
に

で
も
加
工
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。そ
し
て
、こ
う
し
た
事

業
に
は
あ
え
て
行
政
か
ら
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
も

よ
い
と
思
っ
て
い
る
。そ
れ
は
女
性
や
高
齢
者
の
働
く
場

づ
く
り
で
あ
り
、人
口
減
少
が
進
む
過
疎
地
や
農
村
で
は
、

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
稼
ぎ
の
場
で
あ
り
、付
帯
事
業

と
し
て
共
同
店
舗
の
運
営
も
必
要
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

　「
な
ん
で
も
屋
さ
ん
」が
地
域
に
必
要

　

過
疎
地
で
は
単
独
で
郵
便
局
が
維
持
で
き
な
い
の
で

共
同
店
舗
に
郵
便
局
の
機
能
を
入
れ
て
い
く
こ
と
も
一

案
で
あ
る
。「
な
ん
で
も
屋
さ
ん
」が
、こ
う
し
た
農
村
に

は
何
と
し
て
も
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
顔
の
見
え
る
関
係
の
働
く
場
、生
産

の
現
場
づ
く
り
を
意
識
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
あ
る
。地
域
に
は
、

今
遊
休
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
、そ
れ
ら
を
使
っ
て
あ
ら
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特集　農村の地域資源を活かす

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、エ
リ
ア
を
ベ
ー
ス
に
し
て
考
え
る
必

要
が
あ
り
、取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
に
応
じ
て
そ
の
戦
略

ユ
ニ
ッ
ト
の
大
き
さ
が
変
わ
っ
て
く
る
。

　

た
と
え
ば
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、三
な
い
し
四
つ
の
中
学

校
区
が
集
ま
っ
た
広
さ
が
、経
済
的
に
も
採
算
の
取
れ
る

適
正
な
規
模
で
あ
る
。地
域
問
題
に
取
り
組
む
べ
き
戦
略

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
決
め
た
な
ら
ば
、次
に
適
正
規
模
の
戦

略
ユ
ニ
ッ
ト
を
決
め
て
経
済
的
な
折
り
合
い
を
つ
け
て

い
く
と
い
う
発
想
が
重
要
で
あ
る
。そ
の
際
、今
ま
で
の

自
治
体
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、事
に
当
た
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　
戦
略
担
い
手
の
人
材
育
成
も
重
要

　

農
村
社
会
の
課
題
を
整
理
し
、そ
の
先
に
ど
ん
な
展
望

が
あ
る
か
を
考
え
て
み
る
と
、一
番
目
は
Ｃ
Ｂ
事
業
を
地

域
再
生
の
核
に
し
て
、時
間
軸
を
踏
ま
え
た
戦
略
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、戦
略
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
定
が
重
要
で
あ
り
、そ
れ

を
担
う
人
材
育
成
が
今
後
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
で

あ
ろ
う
。箱
物
は
す
で
に
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。そ

れ
を
い
か
に
運
用
管
理
し
、維
持
し
て
い
く
か
。こ
の
よ

う
な
視
点
に
立
っ
た
経
営
の
分
か
る
人
材
育
成
が
急
務

と
言
え
る
。

　

二
番
目
は
女
性
・
高
齢
者
の
活
用
で
あ
る
。従
来
の
家

族
労
働
か
ら
賃
金
労
働
を
意
識
し
た
雇
用
創
出
に
よ
り

や
る
気
を
引
き
出
す
仕
掛
け
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。自

分
の
財
布
を
持
ち
、自
立
す
る
。そ
う
し
た
視
点
が
大
切

だ
と
言
い
た
い
。

　

長
野
県
小
川
村
に
あ
る
お
や
き
の
里「
小
川
の
庄
」で

は
、ア
メ
リ
カ
へ
お
や
き
の
実
演
販
売
と
し
て
毎
年
六
～

八
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
派
遣
し
た
。八
〇
人
の
お
や
き

を
握
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
一
〇
年
も
た
つ
と
全
員
が
ア
メ

リ
カ
へ
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。彼
女
た
ち
は
そ
の
た
め
に

英
会
話
を
孫
と
一
緒
に
勉
強
し
た
り
、接
客
術
を
学
ん
だ
。

こ
の
よ
う
に
女
性
や
高
齢
者
た
ち
に
い
か
に
や
る
気
を

出
し
て
も
ら
う
か
、そ
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
言
っ
て
い
い
。

　

三
番
目
は
地
域
の
中
に
Ｃ
Ｂ
を
核
に
し
た
主
体
的
な

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
て
い
く
か

で
あ
る
。日
本
の
社
会
と
い
う
の
は
縦
型
社
会
で
、そ
こ

に
横
串
を
通
し
た
問
題
解
決
の
Ｃ
Ｂ
を
つ
く
り
、そ
れ
を

幾
重
に
も
重
ね
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
く
。そ
こ
に

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
場
が
一
番
大
切
で
あ
り
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
と
い
う
マ
イ
ン
ド（
精
神
）が
欠
か

せ
な
い
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、戦
略
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
体
的
な
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
結
び
つ
け
て
い
く
か
が
重
要
に
な

る
。こ
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み
方
に
よ
っ
て
、そ
の

原
動
力
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
や
機
能
が
違
っ
て
く
る
。

　
生
産
・
消
費
者
の
顔
が
見
え
る
関
係

　

四
番
目
は
新
し
い
テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
を

考
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。た
と
え
ば
新
し
い
農
業
の
あ
り

方
と
し
て
、生
産
者
と
消
費
者
の
顔
が
互
い
に
見
え
る
関

係
が
求
め
ら
れ
る
。

　

栃
木
県
佐
野
市
に
あ
る
道
の
駅『
ど
ま
ん
な
か 

た
ぬ

ま
』で
は
、直
売
所
を「
生
産
者
と
消
費
者
の
顔
が
見
え

る
関
係
」に
活
用
し
て
い
る
。一
日
三
回
転
す
る
カ
ボ
チ

ャ
は
な
ぜ
よ
く
売
れ
る
の
か
、売
れ
な
い
カ
ボ
チ
ャ
は
な

ぜ
売
れ
な
い
の
か
、そ
の
売
れ
行
き
を
見
て
い
れ
ば
お
の

ず
と
そ
の
理
由
が
分
か
る
。

　
『
ど
ま
ん
な
か 

た
ぬ
ま
』で
は
中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
や
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

た
り
し
て
、ア
メ
ニ
テ
ィ
の
導
入
も
集
客
効
果
に
結
び
つ

け
、道
の
駅
の
六
次
産
業
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。こ
う
し

た
姿
が
今
後
の
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
る
べ
き
姿
の
一

つ
で
あ
る
と
筆
者
は
思
っ
て
い
る
。　　
　
　
　
　
　

図3　テーマコミュニティの森（概念モデル）

環 境 福 祉

スポーツ 文化芸術医療介護

グリーン・ツーリズム

田 園
温 泉

農 村里 山
森 林

集 落

好縁コミュニティ

地縁コミュニティ

テーマコミュニティ

（機能集団）

（基礎集団）

さまざまな
情報資源を対象とした

連鎖的ネッワーク

出典：細内信孝著「新版コミュニティ・ビジネス」学芸出版社

テーマコミュニティの森

地域

リエゾン
（出会い・融合）

さまざまな
地域資源を対象とした

情報資源と地域資源を
同時に対象とした

（
注
１
）血
縁
関
係
で
は
な
く
、テ
ー
マ
性
で
つ
な
が
っ
た
疑
似

家
族
の
こ
と

（
注
２
）既
成
の
家
族
概
念
、福
祉
概
念
、住
宅
概
念
に
と
ら
わ

れ
ず
、人
と
人
と
の
新
し
い
か
か
わ
り
方
を
つ
く
り
な

が
ら
、よ
り
自
由
に
、楽
し
く
、安
心
安
全
に
住
み
続

け
る
暮
ら
し
方
の
こ
と

（
注
３
）フ
ラ
ン
ス
語
で「
仲
介
、つ
な
ぎ
」の
意
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六
次
産
業
化
で
チ
ャ
ン
ス
広
が
る

　

六
次
産
業
化
法
と
い
う
法
律
が
、今
年
三
月
一
日
付
で

施
行
さ
れ
た
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。正
式
に
は
、「
地
域

資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
新
事
業
の
創

出
等
及
び
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利
用
促
進
に
関
す
る

法
律
」と
い
う
。こ
こ
で
い
う
六
次
産
業
化
と
い
う
の
は
、

①
農
林
漁
業
者
が
生
産
・
加
工
・
流
通（
販
売
）を
一
体
化

し
、所
得
を
増
大
す
る
こ
と 

②
農
林
漁
業
者
が
二
次
・
三

次
産
業
と
連
携
し
て
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
や
新
た
な

産
業
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、も
う
か
る
農
林
水
産
業

を
実
現
し
、農
山
漁
村
の
雇
用
確
保
と
所
得
向
上
を
目

指
す
も
の
、と
さ
れ
て
い
る
。

　

要
は
、一
次
産
業
の
人
が
二
次
、三
次
の
す
べ
て
の
分

野
に
か
か
わ
り
、価
格
決
定
の
み
な
ら
ず
生
産
や
雇
用
な

ど
す
べ
て
に
つ
い
て
主
導
的
に
行
う
の
で
、ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
れ
ば
、利
益
も
確
保
し
や
す

い
仕
組
み
に
で
き
る
の
だ
。

　

こ
の
六
次
産
業
化
の
取
り
組
み
は
、す
で
に「
農
村
女

性
起
業
」と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、所
得
増
や
雇
用

創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。現
に
、今
年
三
月

一
〇
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た「
農
山
漁
村
女
性
の
日
記

念
の
集
い
」で
は
、八
つ
の
全
国
団
体
が「
宣
言
」を
発
表

し
た
際
、「
女
性
の
立
場
で
六
次
産
業
化
を
今
後
、全
国

的
に
推
進
す
る
」と
い
う
こ
と
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

そ
こ
で
、地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
先
駆
者
と
な
る
こ
と
が
間

違
い
な
い
女
性
起
業
の
現
状
と
今
後
の
発
展
見
通
し
に

つ
い
て
、じ
っ
く
り
と
考
え
て
み
た
い
。

　
女
性
起
業
の
生
い
立
ち

　
「
農
村
女
性
起
業
」と
い
う
言
葉
が
初
め
て
使
わ
れ
た

の
は
、平
成
四
年
六
月
農
林
水
産
省
公
表
の「
農
山
漁
村
の

女
性
に
関
す
る
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」（
注
１
）で
あ
り
、「
朝

市
や
農
林
水
産
物
の
加
工
、高
齢
者
向
け
給
食
サ
ー
ビ

ス
、地
場
産
品
を
用
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
等
、女
性
が
主
体

と
な
っ
て
起
業
し
た
経
済
活
動
が
芽
生
え
は
じ
め
て
い

る
。（
中
略
）こ
う
し
た
活
動
を
経
済
的
に
採
算
の
取
れ
る

地
域
内
発
型
起
業
の
萌
芽
と
し
て
と
ら
え
、そ
の
発
展
に

向
け
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」と
明
記
さ

れ
た
。こ
れ
は
、約
一
九
年
前
の
こ
と
。筆
者
は
、当
時
農

林
水
産
省
婦
人
・
生
活
課
の
課
長
補
佐
と
し
て「
中
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
」の
策
定
を
担
当
し
て
お
り
、女
性
起
業
の
言

葉
に
込
め
ら
れ
た
思
い
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
女
性
た
ち
は
、農
家
家
族
の
一
員
と
し
て
家
の

農
業
経
営
に
従
事
し
て
も
報
酬
も
な
く
、果
た
し
て
い
る

役
割
も
周
り
か
ら
評
価
さ
れ
に
く
く
、何
と
か
し
て
自
分

た
ち
の
知
恵
や
経
験
を
生
か
し
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し

た
仕
事
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
と
チ
ャ
ン
ス
を
ね
ら
っ

　
特
集
　
農
村
の
地
域
資
源
を
活
か
す
　

六
次
産
業
化
を
き
っ
か
け
に
、農
業
の
現
場
が
経
営
力
を
発
揮
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
出

て
き
た
。農
村
女
性
に
と
っ
て
も
起
業
に
よ
っ
て
は
ば
た
く
チ
ャ
ン
ス
だ
。農
村
の
女

性
起
業
家
が
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
先
駆
者
と
な
れ
ば
地
域
も
再
生
す
る
。そ
こ
で
、何
が

今
後
の
課
題
か
を
探
っ
た
。

社団法人農山漁村女性・生活活動支援協会
専務理事・事務局長

齋藤 京子   Kyoko Saitou

さいとう  きょうこ
昭和29年埼玉県生まれ。千葉大学園芸学部卒。51年農林
省入省 花き対策室長、女性・就農課長、消費生活課長、技
術安全課長、中国四国農政局次長、（独）農業者大学校事
務局長として農山漁村の女性施策や新規就農施策などを担
当。平成21年3月農水省退職。6月から女性・生活協会専務
理事・事務局長、現在に至る。

農
村
の
女
性
起
業
家
こ
そ
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
先
駆
者
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特集　農村の地域資源を活かす

業
で
建
設
し
た﹃
山
岡
農
村
婦
人
の
家
﹄で
生
活
関
係
改

良
普
及
員
の
指
導
を
得
て
早
く
か
ら
農
産
物
の
大
量
加

工
や
調
理
な
ど
の
勉
強
を
し
て
い
た
か
ら
だ
」と
話
し
て

い
た
の
が
印
象
的
だ
。

　

彼
女
た
ち
の
つ
く
り
た
い
、販
売
し
た
い
、提
供
し
た

い
と
い
う
思
い
の「
商
品
化
」に
向
け
食
品
衛
生
や
表
示
、

販
売
先
の
確
保
、会
計
処
理
、さ
ら
な
る
技
術
の
研
さ
ん

な
ど
、課
題
は
山
積
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、女
性
起
業
を
志
す
女
性
た
ち
は
、普
及
セ
ン

タ
ー
や
Ｊ
Ａ
、商
工
会
、異
分
野
の
友
人
な
ど
幅
広
く
情

報
網
を
張
り
め
ぐ
ら
し
、み
ず
か
ら
学
び
試
行
錯
誤
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。間
違
い
な
く
手
ご
た
え
の
あ
る
活

動
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

農
山
漁
村
女
性
・
生
活
活
動
支
援
協
会
の
専
門
家
養

成
講
座
で
在
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
女
性
起
業
を

学
ん
だ
女
性
た
ち
は
、今
や
七
〇
〇
人
を
超
え
、全
国
で

女
性
起
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
女
性
起
業
の
特
徴

　

女
性
起
業
の
特
徴
は
、次
の
六
点（
注
２
）で
あ
る
。

　

①〈
女
性
自
身
の
名
前
で
製
造
販
売
〉　

家
の
農
業
経

営
と
は
別
の
取
り
組
み
で
あ
り
、収
入
も
支
出
も
女
性
自

身
の
名
義
で
行
う
。

　

②〈
も
う
け
も
責
任
も
女
性
が
負
う
〉　

経
済
活
動
事

業
体
と
し
て
プ
ラ
ス
面
も
マ
イ
ナ
ス
面
も
責
任
を
負
う
。

　

③〈
志（
こ
こ
ろ
ざ
し
）を
重
視
〉食
文
化
を
伝
え
た
い

と
か
農
山
村
地
域
の
よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
な
ど

の
起
業
す
る
意
義
や
意
味
を
重
視
す
る
。

　

④〈
自
分
の
経
営
だ
け
で
な
く
地
域
に
役
立
つ
こ
と
〉　

地
域
や
社
会
に
有
意
義
な
活
動
で
あ
る
と
い
う
社
会
性

を
重
視
し
て
い
る
。

　

⑤〈
女
性
の
働
き
が
対
外
的
に
見
え
る
取
り
組
み
〉　

起
業
し
た
会
社
の
経
営
者
、商
品
の
製
造
者
、起
業
分
野

で
の
識
見
の
あ
る
者
と
し
て
方
針
決
定
の
場
へ
参
画
す

る
な
ど
、女
性
の
働
き
が
対
外
的
に
見
え
評
価
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

⑥〈
地
域
の
農
林
水
産
物
資
源
な
ど
生
か
す
取
り
組

み
〉　

都
会
で
は
な
く
農
山
漁
村
で
あ
る
こ
と
の
特
長
を

十
分
発
揮
し
、オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の「
商
品
」に
な
る
た
め
の

必
須
項
目
で
あ
る
。

　
食
品
加
工
で
の
女
性
起
業
が
突
出

　

農
村
女
性
に
よ
る
女
性
起
業
は「
農
村
な
ど
に
在
住
の

女
性
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
、地
域
産
物
を
活
用
し
た
農

林
漁
業
関
連
の
女
性
の
収
入
に
つ
な
が
る
経
済
活
動（
無

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
除
く
）で
あ
り
、女
性
が
主
た
る
経
営

を
担
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
平
成
九
年
度
か
ら
始
ま
っ
た「
農
村
女
性
に
よ

る
起
業
活
動
実
態
調
査
結
果
」（
注
３
）か
ら
最
近
の
女

性
起
業
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、女
性
起
業
数
の
推
移
は
、平
成
九
年
度
に
四
〇

四
〇
件
で
あ
っ
た
の
が
、二
〇
年
度
は
九
六
四
一
件
と
な

り
、一
貫
し
て
増
加
し
て
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
経
営
と
個
人
経
営
の
違
い
を
み
る
と
、調
査

ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
グ
ル
ー
プ
経
営
が
圧
倒
的
に
多
く

八
三
％
を
占
め
て
い
た
が
、年
々
そ
の
割
合
は
減
少
し
、

二
〇
年
度
は
五
七
・
七
％
と
な
っ
た
。そ
の
理
由
は
以
下

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

ア　

自
分
の
都
合
に
合
っ
た
時
間
で
起
業
活
動
で
き
、時

間
を
有
効
利
用
で
き
る
。

イ　

自
己
財
源
で
施
設
整
備
し
、材
料
仕
入
れ
、販
売
諸

経
費
な
ど
経
営
管
理
責
任
が
明
確
で
投
資
が
や
り

て
い
た
。ま
た
、一
方
、高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
地

域
の
食
文
化
の
再
発
見
や
伝
承
、未
利
用
資
源
の
活
用
、

農
業
体
験
な
ど
社
会
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
意
義
の
あ

る
活
動
を
、利
潤
を
上
げ
る
こ
と
の
み
を
目
的
に
す
る
の

で
は
な
い
が
、労
賃
や
物
材
費
な
ど
最
低
限
必
要
な
経
費

は
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
と
し
て
い
た
だ
き
、仕
事
と
し
て
起

業
で
き
な
い
か
と
い
う
動
き
も
あ
っ
た
。都
市
部
で
は
当

時「
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
」と
い
う
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
お
り
、農
村
女
性
に
も
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
。

農
村
女
性
は
見
方
を
変
え
気
づ
い
て
み
れ
ば
、生
産
者
で

あ
り
農
産
物
と
い
う
食
材
を
持
っ
て
い
る
。農
地
や
作
業

場
も
あ
る
。自
給
農
産
物
を
生
か
し
て
暮
ら
し
た
農
家
生

活
の
経
験
や
地
域
の
女
性
グ
ル
ー
プ
活
動
の
仲
間
も
い

る
。そ
し
て
自
分
の
た
め
や
子
ど
も
の
た
め
に
も
自
分
名

義
の
現
金
収
入
を
望
ん
で
お
り
、ま
さ
に「
女
性
起
業
の

熱
」は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、家
族
に
食
べ
さ
せ
た
り
友
人
に
あ
げ
て
い
た

農
産
加
工
品
が
、そ
の
ま
ま
で
販
売
で
き
る「
商
品
」と

は
な
ら
ず
、ま
た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ

も
、サ
ー
ビ
ス
の
対
価
を
得
る
に
は
乗
り
越
え
ね
ば
な
ら

な
い
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
っ
た
の
も
事
実
だ
。

　
生
活
関
係
改
良
普
及
員
の
力
が
大
き
か
っ
た

　

そ
こ
で
、モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の「
商
品
化
」に
向
け
て
、

当
時
の「
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
」の
生
活
関
係
改
良

普
及
員
が
、農
産
物
利
活
用
な
ど
専
門
性
を
も
っ
た
普
及

指
導
活
動
を
展
開
し
た
。現
在
は
、「
普
及
指
導
員
」が
高

品
質
の
農
産
物
の
生
産
や
担
い
手
育
成
、女
性
起
業
な
ど

を
担
当
し
て
い
る
。

　

先
日
、岐
阜
県
の
道
の
駅「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
」

を
訪
ね
た
が
、「
今
活
動
で
き
る
の
は
、農
林
省
の
補
助
事
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農村の女性起業家こそ地域ビジネス先駆者

　

活
動
の
中
心
年
齢
層
に
関
し
て
は
、六
〇
か
ら
六
九
歳

が
四
四
・
二
％
、五
〇
～
五
九
歳
が
二
八
・
六
％
、七
〇
歳

以
上
が
一
五
・
六
％
。逆
に
四
九
歳
以
下
が
四
・
八
％
に

過
ぎ
ず
中
高
年
が
大
半
と
な
っ
て
い
る
。

　

女
性
起
業
の
技
術
の
継
承
や
女
性
起
業
の
志
な
ど
の

特
徴
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、若
手
の
メ
ン
バ
ー
の
確

保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
売
れ
る
商
品
の
開
発
が
最
重
要

　

今
後
、経
営
改
善
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
で
必
要
な
こ

と
は
何
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、回
答
し
た
五
九
五
二

経
営
体
の
う
ち
、最
も
必
要
と
さ
れ
た
の
が
、「
売
れ
る
商

品
の
開
発
」で
、次
い
で「
販
路
開
拓
」、「
加
工
技
術
の
向

上
」、「
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
加
入
」と
な
っ
て
い
た（
図
表

１
参
照
）。こ
の
四
点
が
女
性
起
業
の
今
後
の
発
展
に
は

不
可
欠
で
あ
る
、と
言
っ
て
よ
い
。

　
「
現
状
維
持
で
よ
い
」と「
そ
の
他
」を
除
く
全
体
の
七

割
近
く
が
経
営
改
善
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
え
ば

経
営
は
よ
く
な
る
と
考
え
て
お
り
、こ
れ
ら
の
課
題
解
決

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、「
現
状
維
持
で
よ
い
」が
全
体
の
四
分
の
一
を
占

め
て
お
り
、特
に
グ
ル
ー
プ
経
営
で
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、現
状
で
も
起
業
活
動
と
家
の
農
業
経
営
や
家

事
・
介
護
負
担
が
あ
り
非
常
に
忙
し
く
、起
業
経
営
の
拡

大
に
よ
り
さ
ら
に
忙
し
く
な
る
こ
と
を
懸
念
し
た
り
、メ

ン
バ
ー
が
年
と
共
に
高
齢
化
す
る
も
の
の
、長
年
の
仲
間

以
外
の
気
心
の
知
れ
な
い
新
規
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
る
の

を
敬
遠
し
た
り
、地
域
に
若
手
が
存
在
し
な
い
な
ど
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

個
人
起
業
で
は
介
護
負
担
が
生
じ
て
廃
業
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
、将
来
の
体
力
や
家
族
の
健
康
へ
の
不
安
や
後

継
者
の
不
在
な
ど
が
そ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
後
の
女
性
起
業
展
開
の
ヒ
ン
ト

　

次
に
、今
後
の
女
性
起
業
の
展
開
に
つ
い
て
の
ヒ
ン
ト

を
、関
係
調
査
や
女
性
起
業
の
優
良
活
動
表
彰
の
事
例

（
注
４
）を
も
と
に
、述
べ
て
み
た
い（
図
表
２
参
照
）。

　
〈
安
全
・
安
心
な
食
材
の
活
用
〉　

宮
城
県
鈴
木
春
江

さ
ん
の「
お
食
事
処
四
季
味
」の
場
合
、農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
の
メ
ン
バ
ー
み
ず
か
ら
が
生
産
し
て
い
る
コ
メ
、野
菜
、

豚
肉
な
ど
を
用
い
て
い
る
。来
店
客
の
評
価
が
生
産
や
調

理
に
そ
の
ま
ま
反
映
で
き
喜
び
に
も
な
っ
て
い
る
。女
性

起
業
家
の
商
品
購
入
や
店
舗
の
楽
し
み
は
商
品
や
店
舗

の
身
近
に
つ
く
っ
た
人
が
い
る
こ
と
で
あ
り
、会
話
も
楽

し
め
る
こ
と
だ
と
言
っ
て
よ
い
。

　
〈
厳
し
い
商
品
管
理
〉　

大
分
県「
有
限
会
社
楽
四
季

舎
」の
場
合
、菓
子
製
造
の
技
術
と
販
路
を
引
き
継
ぎ
、

ク
レ
ー
ム
内
容
も
共
有
し
商
品
の
品
質
管
理
を
徹
底
し

て
い
る
。女
性
起
業
だ
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
商
品
管
理
が

こ
の
程
度
で
よ
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、流
通
し
て
い
る

一
般
の
食
品
会
社
の
商
品
と
対
等
に
競
争
し
合
う
状
況

に
あ
る
。

　
〈
や
り
が
い
あ
る
職
場
づ
く
り
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
〉

女
性
起
業
活
動
の
組
織
は
大
別
し
て
二
タ
イ
プ
あ
る
。一

つ
は
メ
ン
バ
ー
が
役
割
分
担
は
す
る
が
対
等
の
関
係
で

労
使
関
係
で
は
な
く
、方
針
決
定
も
労
力
提
供
も
共
に

行
う
。技
術
も
皆
が
保
持
し
代
替
が
可
能
で
あ
る
。こ
の

タ
イ
プ
は
働
く
人
が
固
定
化
し
な
い
よ
う
毎
年
農
家
組

合
内
で
募
集
を
か
け
総
会
で
承
認
す
る
一
年
更
新
制
を

と
っ
て
い
る
。岡
山
県「
う
た
た
寝
の
里
い
っ
ぷ
く
亭
」が

そ
れ
だ
。二
つ
目
は
社
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
社

員
が
助
け
合
い
、さ
ら
に
事
業
拡
大
に
伴
っ
て
、地
域
の

や
す
い
。

ウ　

自
分
な
り
の
商
品
の
こ
だ
わ
り
を
前
面
に
出
せ
る
、

得
意
分
野
を
発
揮
で
き
る
。

　

次
に
、女
性
起
業
の
活
動
分
野
を
見
る
と
、食
品
加
工

が
七
二
〇
三
件
で
七
四
・
七
％
と
圧
倒
的
に
多
い
。一
方
、

直
売
所
な
ど
の
販
売
・
流
通
が
五
四
二
六
件
、五
六
・
三

％
と
大
幅
に
増
加
し
、都
市
と
の
交
流
も
一
七
〇
〇
件
で

一
七
・
六
％
を
占
め
、増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

続
い
て
、女
性
起
業
数
の
経
営
規
模
を
見
た
場
合
、二

〇
年
度
で
三
〇
〇
万
円
以
下
の
経
営
が
五
四
・
五
％
と
零

細
な
経
営
が
過
半
数
を
占
め
る
。し
か
し
一
〇
〇
〇
万
円

以
上
の
経
営
は
一
四
・
一
％
の
一
三
六
二
件
で
、前
年
よ

り
も
七
八
件
増
加
し
て
い
る
。

図表1　今後、経営改善につながる取り組みとして必要なこと（複数回答）

起業数（件）
2,500
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る
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営
分
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売
れ
る
商
品
の
開
発

販
路
開
拓

加
工
技
術
の
向
上

新
し
い
メ
ン
バ
ー
の

加
入

施
設
・
設
備
の
改
良

勤
務
時
間
・
休
日
等
の

労
働
環
境
の
整
備

現
状
維
持
で
よ
い

そ
の
他
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特集　農村の地域資源を活かす

農
村
女
性
を
パ
ー
ト
社
員
と
し
て
雇
用
し
女
性
の
家
族

や
子
育
て
の
状
況
な
ど
も
見
な
が
ら
シ
フ
ト
を
組
ん
で

女
性
の
総
合
力
で
会
社
を
回
し
て
い
る
。「
楽
四
季
舎
」が

当
て
は
ま
る
。あ
る
女
性
起
業
の
社
長
が
言
っ
た
言
葉
が

あ
る
。「
雇
用
す
る
場
合
、地
元
で
以
前
か
ら
知
っ
て
い
る

女
性
の
中
に
は
、仕
事
中
も
友
達
感
覚
の
ま
ま
の
方
が
い

る
。仕
事
中
は
、組
織
人
と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
な
い

と
雇
い
に
く
い
」。雇
用
を
入
れ
規
模
拡
大
し
て
い
く
際

に
は
志
を
持
っ
た
創
業
者
だ
け
で
な
く
志
を
共
有
し
た

組
織
を
構
成
し
て
、社
員
全
員
が
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ

る
職
場
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　
〈
若
者
目
線
の
商
品
開
発
〉　

富
山
県「
食
彩
あ
さ
ひ
」

の
場
合
、農
事
組
合
法
人
の
組
合
員
は
高
齢
化
し
て
お

り
、加
工
技
術
な
ど
を
伝
承
す
る
後
継
者
の
育
成
が
急
務

と
な
っ
た
た
め
、若
い
従
業
員
を
フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
用
し
、

研
修
や
試
作
を
重
ね
て
若
者
目
線
の
商
品
開
発
を
進
め

て
い
る
。

　
〈
高
齢
者
の
生
涯
現
役
女
性
起
業
〉　

青
森
県
桑
田
ミ
サ

オ
さ
ん
の
場
合
、定
年
退
職
後
に
自
己
資
金
で
加
工
施
設

を
設
置
し
得
意
の
餅
づ
く
り
の
技
を
生
か
し
て
起
業
し
た
。

　
〈
若
手
女
性
就
農
者
の
地
域
お
こ
し
と
会
社
お
こ
し
〉　

「
株
式
会
社
愛
媛
県
森
の
と
も
だ
ち
農
園
」で
は
若
手
女

性
が
代
表
取
締
役
と
な
り
、地
域
特
産
物
の
農
園
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ブ
ロ
グ
で
紹
介
、地
元
メ
ー
カ
ー
と
新
商

品
開
発
に
も
取
り
組
む
な
ど
若
い
パ
ワ
ー
は
高
齢
化
し

た
地
域
の
け
ん
引
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
〈
個
人
の
起
業
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
〉　

個
人
ご

と
に
得
意
な
分
野
の
起
業
活
動
を
行
い
つ
つ
、商
品
の
品

ぞ
ろ
え
を
豊
富
に
し
た
り
、迫
力
の
あ
る
広
報
宣
伝
の
た

め
に
女
性
起
業
家
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
る
ケ
ー

ス
や
、大
量
注
文
受
注
時
の
労
力
提
供
な
ど
を
す
る
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　
〈
他
分
野
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
〉　

米
粉
パ
ン
を
つ

く
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、別
の
町
か
ら
バ
ー
ガ
ー
の
新

商
品
開
発
の
た
め
に
米
粉
パ
ン
を
提
供
し
て
ほ
し
い
と

の
依
頼
が
あ
り
、女
性
起
業
の
技
術
・
商
品
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
た（
楽
四
季
舎
）例
や
、「
お
夕
飯
市
」

に
は
女
性
起
業
の
総
菜
だ
け
で
な
く
、地
元
鮮
魚
店
と
連

携
し
刺
身
な
ど
も
並
べ
て
喜
ば
れ
て
い
る（
食
彩
あ
さ

ひ
）例
な
ど
、女
性
起
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　
お
わ
り
に

　

以
上
、農
村
女
性
起
業
家
の
生
い
立
ち
か
ら
現
状
の
姿
、

注
目
す
べ
き
動
き
を
追
っ
て
み
た
。六
次
産
業
化
は
農
業

サ
イ
ド
の
所
得
の
増
大
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
が
、女
性

起
業
も
起
業
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
経
営

が
持
続
し
、構
成
員
が
働
き
に
見
合
っ
た
所
得
を
得
、従

業
員
を
雇
用
し
、利
潤
が
確
保
で
き
、さ
ら
な
る
投
資
の

余
力
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。し
か
し
あ
る
女
性
起
業
家

の
言
葉
の
よ
う
に「
も
う
け
よ
う
と
思
っ
て
は
ダ
メ
、し

か
し
ほ
ど
ほ
ど
に
は
も
う
か
ら
な
い
と
起
業
が
継
続
で

き
な
い
」、「
社
会
的
に
意
義
の
あ
る
活
動
で
あ
る
か
ら
こ

そ
起
業
活
動
を
継
続
発
展
し
て
い
か
な
い
と
な
ら
な
い
」。

こ
の
言
葉
が
女
性
起
業
の
姿
を
言
い
得
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
。こ
の
よ
う
な
農
村
の
女
性
起
業
家
が
ど
ん
ど
ん

輩
出
さ
れ
る
こ
と
が
、地
域
再
生
に
つ
な
が
る
し
、今
こ

そ
彼
女
ら
が
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
先
駆
者
に
な
る
必
要
が

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図表2  平成２２年度農山漁村女性・シニ
ア活動のうち女性起業の例（抜粋）

鈴木 春江　宮城県栗原市
女性として 農業者として おふくろとして～家庭・地域での役
割と仲間とのかかわり～
家庭内での役割をいち早く明確化し、農業経営の中心を農
薬・化学肥料節減栽培として環境にやさしい農業を実践。
平成14年に農家レストラン「お食事処四季味」をオープン
し、地場産、自家製など食材にこだわり、安全・安心な食事
を提供している。

有限会社 楽四季舎　大分県杵築市
山香米を使って、おいしい！ 楽しい！ うれしい！特産品づくり
地元農山漁村女性が中心となり、山香米という地域の規格
外品に付加価値をつけて米粉パンにし、商品バラエティを
豊富にするとともに、他の農林水産業起業家とのコラボレ
ーションにより新商品を生む等、所得向上と地域活性化に
貢献している。

農事組合法人 食彩あさひ　富山県朝日町
地産地消活動は、私たち「食彩あさひ」におまかせ！
平成16年に有志女性により結成。朝日町の特産品の加工・
販売に取り組む。組織の目的は「地産地消の輪を広げる」こ
とであり、消費者が安心して食べられる加工品の提供であ
る。朝市、インショップ産直、地元商店への納入など販売を
拡大して安心・安全な加工品が消費者に浸透している。

うたたねの里いっぷく亭　岡山県鏡野町
山里の味でおもてなし
田舎料理の店を高齢者を中心とした女性グループが運営し
ている。地域の食文化や山菜加工技術の活用、施設を利用し
た囲炉裏端での料理の提供などで、年間多くの観光客の誘致
に成功している。働く人の固定化を避けるため毎年農家組合
内で募集をかけ、総会で承認する一年更新制を取っている。

桑田 ミサオ　青森県五所川原市
私の財産～技で広がる活動、つながる仲間～
定年退職後、平成14年に75歳で自己資金で加工施設を設
置して、起業活動を始める。一番人気の笹餅は１日平均100
個近くを販売する。津軽鉄道を支援する「津鉄応援直売会」
に加入し、列車内やホームでの販売など名物おばさんとし
て地域活性化に寄与している。

森 智子　愛媛県今治市
町の活性化の協議会の構成員として参画していた氏は、平
成14年、地域ブランドとして特産品の導入のための試作栽
培を機に就農し、マコモタケ、ブルーベリーの栽培を開始。
自分の農場を「森のともだち農園」と名付け、収穫体験、ネッ
ト販売等を実施。20年には農園を株式会社とし、代表取締
役として地域活性化に活躍中。

（
注
１
）農
山
漁
村
の
女
性
に
関
す
る
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
懇

談
会
報
告
書　

平
成
四
年
六
月
農
林
水
産
省
が
公

表
。

（
注
２
）女
性
起
業
の
特
徴
は
、平
成
二
一
年
一
〇
月
新
潟
県

下
で
開
催
さ
れ
た「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
食
料
安
全
保
障
担
当

大
臣
会
合
」の
際
に
展
示
し
た
パ
ネ
ル
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。

（
注
３
）農
村
女
性
に
よ
る
起
業
活
動
実
態
調
査
結
果　

農

林
水
産
省
経
営
局
人
材
育
成
課（
平
成
二
二
年
九

月
三
日
）

（
注
４
）平
成
二
二
年
度
農
林
水
産
省
農
業
・
農
村
男
女
共

同
参
画
推
進
事
業　

農
山
漁
村
女
性
・
シ
ニ
ア
活

動
表
彰　

資
料
集
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江
戸
時
代
の
三
代
将
軍
、徳
川
家
光
に
よ
る
参
勤
交
代

の
制
度
化
に
よ
っ
て
、江
戸
は
諸
大
名
と
そ
の
家
臣
団
が

集
居
す
る
大
消
費
都
市
に
発
展
し
た
。同
時
に
江
戸
時

代
の
商
工
業
、流
通
、交
通
な
ど
の
発
達
は
、参
勤
交
代

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、地
方
経
済
の
発
展
に
も
貢
献

す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
海
外
で
観
光
は
外
貨
獲
得
手
段

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
所
の
試
算
で
は
、

こ
の
参
勤
交
代
に
伴
い
、現
在
の
経
済
規
模
に
換
算
す
る

と
毎
年
約
一
兆
五
五
七
億
円
の
直
接
消
費
が
行
わ
れ
、江

戸
は
も
ち
ろ
ん
街
道
沿
い
の
宿
場
町
に
活
性
化
を
も
た

ら
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
参
勤
交
代
と
い
う
、た
っ
た
一
つ
の
制
度

に
よ
り
人
や
モ
ノ
の
動
き
が
大
き
く
変
わ
り
、新
た
な
人

の
動
き
は
、社
会
を
活
性
化
し
、新
た
な
付
加
価
値
を
生

み
出
し
た
の
だ
。

　

閉へ
い

塞そ
く

感
が
漂
っ
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、時
代
が

観
光
に
求
め
て
い
る
も
の
は
何
か
を
改
め
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

　

観
光
政
策
は
、第
一
次
世
界
大
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら

始
ま
り
、諸
外
国
で
は
外
貨
獲
得
の
重
要
政
策
と
位
置

付
け
ら
れ
、競
う
よ
う
に
し
て
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
策

を
推
進
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
諸
外
国
の
推
進
策
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、

日
本
で
も
一
九
八
六
年
に
五
五
二
万
人
で
あ
っ
た
海
外

旅
行
者
数
が
、一
九
八
〇
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル
景
気
、一

九
九
〇
年
代
の
円
高
の
追
い
風
も
あ
っ
て
二
〇
〇
〇
年

に
は
過
去
最
高
の
一
七
八
二
万
人
に
達
し
た
。そ
の
後
、

若
干
減
少
し
た
も
の
の
二
〇
〇
九
年
に
は
一
五
四
五
万

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、諸
外
国
の
観
光
政
策
が
順
調
に
推
移
す
る
一

方
で
、日
本
で
は
外
貨
獲
得
で
は
な
く
、む
し
ろ
国
内
観

光
客
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
内
需
発
展
型
産
業

と
し
て
観
光
産
業
を
位
置
付
け
て
き
た
。

　
日
本
で
は
観
光
を
内
需
発
展
型
に

　

そ
し
て
、フ
ラ
ン
ス
か
ら
遅
れ
る
こ
と
約
一
世
紀
、二

〇
〇
二
年
に
は「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る

基
本
方
針
二
〇
〇
二
」が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。続
い
て
二

〇
〇
三
年
に
は
国
土
交
通
省
に
よ
り
外
国
人
旅
行
者
訪

日
促
進
戦
略
、外
国
人
旅
行
者
受
入
れ
戦
略
、観
光
産
業

高
度
化
戦
略
、推
進
戦
略
か
ら
構
成
さ
れ
る「
グ
ロ
ー
バ

ル
観
光
戦
略
」が
策
定
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
韓
国
、台
湾
、米
国
、中
国
、香
港
を
促
進

重
点
国
・
地
域
と
し
て
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン（
注
）が
ス
タ
ー
ト
し
、そ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
功

を
奏
し
た
の
か
、二
〇
一
〇
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
は

　
特
集
　
農
村
の
地
域
資
源
を
活
か
す
　

日
本
は「
観
光
立
国
」政
策
に
よ
っ
て
、海
外
観
光
客
を
迎
え
入
れ
る
計
画
だ
が
、諸

外
国
と
違
っ
て
外
貨
の
獲
得
目
的
よ
り
も
地
域
再
生
な
ど
内
需
の
発
展
に
つ
な
げ
る

狙
い
が
あ
る
。そ
の
一
環
と
し
て
農
業
の
収
穫
作
業
・
休
日
観
光
・
農
村
交
流
を
ミ
ッ

ク
ス
し
た
新
た
な
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
今
や
有
望
だ
。

株式会社ツーリズム・マーケティング研究所
主席研究員

篠崎 宏   Hiroshi  Shinozaki

しのざき  ひろし
1966年福岡市生まれ、北海道大学経済学部卒業。1990年ＪＴＢ
入社、北海道営業本部を経て本社事業創造本部地域ビジネス
事業部で地域活性化の戦略構築、観光客誘致戦略、新規ビジネ
スモデル構築を専門に行う。2007年4月よりＪＴＢグループのシンク
タンクである㈱ツーリズム・マーケティング研究所へ。農林水産省・
食料・農業・農村政策審議会委員、札幌観光大使などを務める。

新
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
観
光
・
交
流
モ
デ
ル
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特集　農村の地域資源を活かす

す
る
。各
国
の
旅
行
形
態
は
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
あ

わ
せ
て
変
化
を
す
る
。

　

こ
こ
に
、面
白
い
数
字
が
あ
る
。一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
が
一
万
㌦
に
な
る
と
、団
体
旅
行
を
メ
イ
ン
と
し
た
大

衆
化
が
始
ま
る
。こ
れ
が
二
万
㌦
を
超
え
る
と
、団
体
旅

行
の
比
率
が
徐
々
に
低
下
し
て
個
人
旅
行
が
増
え
て
く

る
。さ
ら
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
三
万
㌦
を
超
え
る
と
多
様
化
が
始

ま
り
、趣
味
嗜
好
に
よ
り
各
消
費
者
の
旅
行
形
態
が
大

き
く
異
な
っ
て
く
る
の
だ
。

　
消
費
者
に
見
放
さ
れ
る
リ
ス
ク

　

日
本
は
す
で
に
購
買
力
平
価
ベ
ー
ス
で
の
一
人
当
た

り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
三
万
四
〇
〇
〇
㌦
近
く
に
達
し
て
お
り
、

多
様
化
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
け
れ
ば
消
費
者
に
見
放

さ
れ
て
し
ま
う
。観
光
戦
略
は
、ま
さ
に
消
費
者
の
飽
き

と
の
戦
い
で
も
あ
る
と
言
っ
て
い
い
。

　

国
民
の
消
費
行
動
の
変
化
に
よ
っ
て
長
期
低
迷
が
続

く
観
光
産
業
と
同
様
に
、農
業
も
二
一
世
紀
の
産
業
と
期

待
さ
れ
な
が
ら
、担
い
手
世
代
の
高
齢
化
、後
継
者
の
不

足
で
農
業
の
現
場
で
は
一
気
に
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し

て
生
産
力
が
落
ち
る
、と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱

え
て
い
る
。

　

農
業
は
労
働
力
の
季
節
波
動
が
大
き
な
産
業
で
あ
り
、

必
要
な
労
働
力
を
周
辺
農
家
同
士
の
相
互
サ
ポ
ー
ト
に

よ
り
維
持
し
て
き
た
産
業
で
あ
る
。し
か
し
、そ
の
一
方

で
、農
家
の
全
体
的
な
高
齢
化
、都
市
部
に
お
け
る
労
働

需
要
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
農
業
の
現
場
は
必
要
な
労
働

力
の
確
保
が
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

静
岡
県
浜
松
市
の
三
ヶ
日
町
は
年
間
三
万
三
〇
〇
〇

㌧
（
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
出
荷
分
）の
ミ
カ
ン
を
生
産
す
る
日

本
で
も
有
数
の
ミ
カ
ン
生
産
地
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
収
穫

時
期
に
お
け
る
農
業
収
穫
作
業
員
の
確
保
が
年
々
難
し

く
な
っ
て
い
る
。果
樹
農
家
を
中
心
に
、こ
う
し
た
問
題

は
全
国
各
地
の
過
疎
地
で
発
生
し
て
お
り
、労
働
力
確
保

の
不
安
定
な
状
況
が
続
け
ば
、農
家
の
経
営
そ
の
も
の
を

脅
か
す
恐
れ
が
あ
る
と
い
っ
た
事
態
に
追
い
込
ま
れ
て

き
て
い
る
。

　

毎
年
一
一
～
一
二
月
に
約
五
〇
〇
〇
人
の
ミ
カ
ン
収
穫

作
業
員
に
よ
る
収
穫
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
三
ヶ
日
町

で
は
、近
く
に
住
む
親
戚
や
豊
橋
の
カ
キ
農
家
を
は
じ
め

と
す
る
周
辺
市
町
村
の
農
家
が
ミ
カ
ン
の
収
穫
時
期
に

な
る
と
労
働
力
と
し
て
作
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
。し

か
し
農
家
全
体
が
高
齢
化
す
る
中
で
周
辺
地
域
も
同
時

に
高
齢
化
が
進
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。

　
農
業
収
穫
作
業
員
が
休
日
観
光
も

　

二
〇
〇
九
年
度
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研

究
所
が
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
と
共
同
で
行
っ
た
調
査
で
は
、ミ

八
六
一
万
人
に
達
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、日
本
国
民
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
順

調
に
発
展
し
て
い
た
は
ず
の
国
内
観
光
は
、二
〇
一
〇
年

度
観
光
白
書
に
よ
る
と
、一
人
当
た
り
の
年
間
平
均
宿
泊

数
は
二
〇
〇
四
年
度
二
・
七
八
泊
で
あ
っ
た
。と
こ
ろ
が
、

五
年
後
の
二
〇
〇
九
年
度
に
は
何
と
二
・
三
一
泊
ま
で
下

落
を
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
八
年
に
観
光
庁
が
立
ち
上
が
り
、観
光
政
策
は

ま
さ
に
国
の
重
要
政
策
と
な
り
、ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発

展
も
あ
っ
て
世
界
の
人
々
の
大
き
な
流
れ
の
中
心
が
ア

ジ
ア
に
シ
フ
ト
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
追
い
風
に
も
か
か
わ
ら
ず
、経
済
デ
フ
レ

が
影
響
し
た
の
か
、国
民
の
消
費
行
動
の
大
き
な
変
化
に

つ
い
て
行
け
ず
、国
内
の
人
の
動
き
は
、年
々
鈍
化
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

経
済
的
な
安
定
と
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
消
費
者
は

常
に
新
し
い
シ
ナ
リ
オ
を
求
め
、新
た
な
枠
組
み
に
期
待

図1　ミカン収穫作業の仕事をして、よかったと思え
ることはどんなことですか？（複数回答可）

図2　他のシーズンに他の地域で同じような果樹の
収穫作業の仕事をする場合、どのくらいの期
間であれば行ってみたいですか？

回答者数：146

回答数：総計146

回答数   回答率
○○／○○％

回答数   回答率
○○／○○％

0 10 20 30 40 50 60 70％

健康的に仕事ができた

楽しく話をしながら仕事ができた

楽しみながら収入が得られた

体の疲れをあまり感じなかった

その他

95／65.1％

74／50.7％

70／47.9％

30／20.5％

10／6.8％

1週間程度
9／6.2％

2週間程度
25／17.1％

1カ月程度
52／35.6％

2カ月程度
18／12.3％

3カ月程度
6／4.1％

半年程度
9／6.2％

半年以上
7／4.8％

無回答
20／13.7％
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新アグリツーリズムで観光・交流モデル

　

日
本
で
は
今
後
五
〇
年
に
わ
た
っ
て
生
産
年
齢
人
口

が
半
減
す
る
と
の
試
算
が
あ
り
、こ
の
ま
ま
で
は
農
業
に

十
分
な
人
材
が
ま
わ
ら
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、新
た
な
タ
イ

プ
の
雇
用
者
と
し
て
の
農
業
収
穫
作
業
員
を
確
保
す
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、こ
れ
ら
の
雇
用
者
を
全
国
規
模
で

動
か
し
て
い
く
こ
と
で
地
域
間
交
流
や
地
域
の
活
性
化

が
実
現
し
、従
来
に
な
い
観
光
・
交
流
モ
デ
ル
と
し
て
発

展
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
農
業
ば
か
り
で
な
く
、漁
業
や
他
の
産
業
に

お
い
て
も
活
用
可
能
で
あ
り
、労
働
・
観
光
・
交
流
が
ミ

ッ
ク
ス
さ
れ
た
新
た
な
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
展

開
し
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

愛
知
県
東
部
の
八
市
町
村
で
構
成
す
る
東
三
河
広
域

協
議
会
で
は
、都
市
住
民
と
地
域
住
民
の
交
流
を
促
し
、

二
地
域
居
住
・
定
住
の
実
現
を
目
指
し
て
、長
期
滞
在
型

の
地
域
産
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て「
東
三
河
シ
ニ
ア

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
」を
実
施
し
て
い
る
。

　

林
業
な
ど
伝
統
産
業
の
地
域
体
験
を
行
い
な
が
ら
、就

業
に
意
欲
的
な
シ
ニ
ア
を
発
掘
し
、地
域
産
業
の
支
援
者

と
し
て
育
成
し
て
、最
終
的
に
は
定
住
・
就
業
に
結
び
つ

け
る
。

　
新
た
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
も

　

東
三
河
の
上
流
域
に
位
置
す
る
奥
三
河
四
市
町
村（
新

城
市
、設
楽
町
、東
栄
町
、豊
根
村
）が
提
供
し
た
短
期
滞

在
型
の
地
域
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
長
期
滞
在
型
の
地
域

産
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
昨
年
三
七
人
が
参
加
を
し

た
が
、一
四
人
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
り
、六
人
が
リ
ピ
ー

タ
ー
か
ら
の
口
コ
ミ
参
加
で
あ
る
。特
に
地
域
の
人
と
の

接
点
が
強
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
リ
ピ
ー
ト
率
が
高
ま
る

傾
向
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
新
た
な

組
織
の
立
ち
上
げ
も
有
効
な
方
法
で
は
あ
る
が
、自
治
体

の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
に
観
光
協
会
な
ど
の
既
存
の
組
織

に
よ
る
事
業
展
開
を
試
み
た
方
が
よ
り
少
な
い
リ
ス
ク

で
の
展
開
が
可
能
で
あ
る
。

　

酪
農
体
験
、炭
焼
き
体
験
、蜂
追
い
体
験
、林
業
体
験
、

養
殖
体
験
か
ら
な
る
短
期
滞
在
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ど
れ

も
本
格
的
で
、蜂
追
い
体
験
は
奥
深
い
山
の
土
中
に
巣
を

作
る
ヘ
ボ（
地
蜂
…
ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
）を
追
跡
し
、巣
を

掘
り
出
し
て
蜂
の
子
を
採
る
と
い
う
も
の
で
、山
里
な
ら

で
は
の
遊
び
で
あ
る
。

　

近
年
で
は
、採
っ
た
巣
を
自
作
の
ハ
ウ
ス
で
育
て
、そ

の
大
き
さ
を
競
う
と
い
う
新
し
い
楽
し
み
方
も
広
ま
っ

て
い
る
。蜂
追
い
の
魅
力
は
三
つ
あ
り
、第
一
に
目
印
を

つ
け
た
餌
を
抱
え
た
働
き
蜂
を
追
う
と
い
う「
猟
」の
楽

カ
ン
農
家
の
六
〇
・
六
％
が
三
年
以
内
に
ミ
カ
ン
収
穫
作

業
員
が
十
分
に
確
保
で
き
な
く
な
る
と
考
え
て
お
り
、確

保
で
き
る
と
回
答
し
た
の
は
わ
ず
か
一・
八
％
の
農
家
に

す
ぎ
な
い
。

　
一
方
、ミ
カ
ン
収
穫
作
業
員
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、六
五
・
一
％
が「
健
康
的
に
仕
事
が
で
き
た
」、五
〇
・

七
％
が「
楽
し
く
話
を
し
な
が
ら
仕
事
が
で
き
た
」と
答

え
て
い
る（
図
１
）。

　

ま
た
、ミ
カ
ン
収
穫
作
業
員
の
七
一・
九
％
が
、他
地

域
で
の
果
樹
の
収
穫
作
業
に
興
味
が
あ
る
と
回
答
し
、そ

の
う
ち
五
二
％
は
一
～
三
カ
月
程
度
の
長
期
滞
在
を
希

望
し
て
い
る（
図
２
）。

　

こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、楽
し
み
な
が
ら
収

穫
作
業
を
手
伝
い
、休
日
に
は
周
辺
を
観
光
す
る
と
い
う

新
し
い
タ
イ
プ
の
収
穫
作
業
員
が
果
樹
農
家
の
抱
え
る

課
題
を
解
決
す
る
存
在
と
な
る
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
。

表1　短期滞在型地域体験プログラム（淡水養殖）日程表

日　程 メニュー 詳　細

１日目 11:00

11:30

12:30

14:00

18:00

21:00

２日目 7:00

9:00

12:00

13:00

14:00

16:00

18:00

21:00

３日目 7:00

9:00

10:00

12:00

13:00

集合

昼食

開会式・
オリエンテーション

養殖講座

養殖体験

夕食

入浴・就寝

朝食

養殖体験

昼食

養殖講座

養殖体験

いくら造り

夕食

入浴・就寝

朝食

養殖講座

川魚料理講座

昼食

閉会式・解散

宇連養魚場へ移動

弁当

自己紹介、日程説明、宇連養魚場・組合説明

養殖の歴史、絹姫サーモン誕生秘話について

給餌作業

夕食後は自由時間

朝食後、愛知県淡水養殖漁業協同組合へ移動

給餌作業・死魚除去作業、鑑別

山百合荘豊邦直売所

日本の養殖、世界の養殖について

採卵

夕食後は自由時間

朝食後、したら保健福祉センターへ移動

養殖業を取り巻く状況について

班ごとに料理開始
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特集　農村の地域資源を活かす

し
み
で
あ
り
、次
い
で
蜂
の
巣
を
大
き
く
す
る「
育
て
」の

楽
し
み
、そ
し
て
努
力
の
成
果
を
競
い
合
い
、仲
間
と
共

に
、育
て
た
も
の
を
口
に
し
て
生
命
の
恵
み
に
感
謝
し
味

わ
う「
集
い
と
食
」の
楽
し
み
で
あ
る
。参
加
者
は
時
に

よ
っ
て
は
蜂
に
刺
さ
れ
な
が
ら
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
堪
能

す
る
。

　

愛
知
県
淡
水
養
殖
漁
業
協
同
組
合
で
行
わ
れ
る
養
殖

体
験
も
魅
力
的
で
あ
る
。参
加
者
は
二
泊
三
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、淡
水
魚
の
生
態
を
学
び
、川
魚
料
理
を
味
わ
い

な
が
ら
、給
餌
、採
卵
な
ど
淡
水
養
殖
に
つ
い
て
の
必
要

な
基
礎
知
識
を
学
ぶ（
表
１
）。

　
長
期
滞
在
型
の
地
域
産
業
支
援

　

短
期
滞
在
型
の
地
域
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
奥

三
河
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
た
参
加
者
は
、長
期
滞
在
型

の
地
域
産
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
に
興
味
を
示

し
、そ
の
先
に
は
、い
つ
で
も
養
殖
事
業
が
可
能
な
淡
水

池
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
短
期
滞
在
型
の
地
域
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
入
り
口
と
し
て
、参
加
者
の
地
域

へ
の
関
心
を
高
め
る
機
能
を
果
た
し
、長
期
滞
在
型
の
地

域
産
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
へ
の
意
識
を
高
め
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。そ
の
結

果
、地
域
へ
の
来
訪
者
が
増
え
、地
域
社
会
へ
の
活
力
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、全
国
の
自
治
体
は
競
う
よ
う

に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、地
域
資
源
の
優
位
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
。成
熟
社
会
の
日
本
で
は
、残
念
な
が

ら
、そ
れ
ら
に
対
す
る
消
費
者
の
反
応
は
決
し
て
自
治
体

の
想
定
通
り
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

過
去
か
ら
ず
っ
と
、観
光
は
姿
や
形
を
変
容
し
な
が
ら

新
た
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
モ
デ
ル
の
発
展
を
促
し
、人
の
動

き
を
創
出
し
て
き
た
。時
代
が
、地
域
経
済
に
活
性
化
を

も
た
ら
し
て
き
た
観
光
に
求
め
て
い
る
も
の
は
単
な
る

地
域
間
競
争
で
は
な
い
。

　

社
会
の
課
題
を
解
決
し
、新
た
な
人
の
動
き
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
を
構
築
し
て
、疲
弊
し
た
地
域
経
済
に
力
強
く

新
し
い
サ
イ
ク
ル
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
。

　

二
一
世
紀
の
産
業
と
期
待
さ
れ
な
が
ら
も
、次
の
一
手

に
不
透
明
感
が
あ
る
観
光
と
農
業
。時
代
が
観
光
に
求
め

る
先
鋭
的
な
役
割
を
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
果
た
す
こ

と
を
期
待
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

長期滞在型地域産業支援プログラム（林業）参加者のコメント

2010年8月～9月に30日間実施
実施場所：愛知県北設楽郡設楽町津具地区
参加者：3名　A氏  東海市在住、61歳、男性
　　　　　　B氏  田原市在住、66歳、男性
　　　　　　C氏  名古屋市在住、69歳、男性
内容：未整備の森林を整備し、「人と森と動物が共生できる森」

をつくることにより、都市住民と農山村の交流の場、憩
いの場を創出する。

　 　（作業内容：枝打ち、下刈り、除伐、間伐、林道整備など）

●土地と手づくりの小屋を持っており、木に対する興味があっ
たので参加をした。いろいろな物をつくる材料として木材を
調達したかったのも参加した理由である。〈Ａ氏〉

●普段も1時間ぐらい散歩しているが、健康のために身体を動
かしたいと思い参加した。参加した後は、林業や山での生活
に非常に興味を持った。〈Ｂ氏〉

●昨年の地域体験プログラム「野外生活」に参加し、鹿の解体
が大変魅力的であった。最近、体を痛めていたため、健康維
持のために長期滞在型である地域産業支援プログラムに参
加した。〈Ｃ氏〉

●普段から1人で木を伐採しているが、名人を交えながら3人
の合宿形式で体験できたことはよかった。山の生活それ自
体が楽しい。〈Ａ氏〉

●好奇心は旺盛な方だと思っている。今回、林業体験をしてみ
て大きな木を切り倒す快感を得た。プログラムを通して山の
関係の仕事（自然を相手にする仕事）に興味を持った。今後、
地元で山の整備に関するボランティアに参加する予定であ
る。〈Ｂ氏〉

●木を切る体験がよかった。最初は平らな場所で気楽に作業
をすることができたが、徐々に斜面がきつくなった。メンバ
ーで協力しながら、足場を組んで作業をするなど本格的な
プログラムであった。〈Ｃ氏〉

参加理由について

内容について

東三河シニアリフレッシュ事業

（
注
）日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、諸
外
国
で
日
本
旅
行
の
広
報
を
行
う
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日
本
公
庫
主
催
の
農
産
物
展
示
商
談

会「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」の
会
場

で
、ひ
と
際
バ
イ
ヤ
ー
の
目
を
引
く
商
談

ブ
ー
ス
が
あ
る
。ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
れ
い
ほ
く
株
式
会
社（
以
下「
ア
グ

リ
社
」）の
ブ
ー
ス
だ
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化
粧
品
を
思
わ
せ
る
都
会

的
な
デ
ザ
イ
ン
の
瓶
が
、セ
ン
ス
よ
く
並

べ
ら
れ
て
い
る
。い
ず
れ
も
高
知
特
産
の

ユ
ズ
を
原
料
に
開
発
さ
れ
た
農
産
加
工

品
の
品
々
だ
。

　

し
か
も
、ア
グ
リ
社
は
四
国
山
脈
の

ど
真
ん
中
、高
知
県
土
佐
町
に
お
い
て
、

建
設
業
か
ら
農
業
参
入
し
て
ま
だ
四
年

目
と
い
う
か
ら
、そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
首
都

圏
の
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
は
驚
か
さ
れ
る
。

　
建
設
業
三
代
目
か
ら
の
転
身

　

ア
グ
リ
社
の
社
長
で
あ
る
高
橋
誠
さ

ん（
五
〇
歳
）は
、地
元
で
五
〇
年
続
く

建
設
会
社
の
三
代
目
。大
学
卒
業
後
、い

っ
た
ん
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
に
就
職
し
た
が
、

二
九
歳
の
と
き
に
帰
郷
し
た
。

　

主
力
の
公
共
事
業
が
次
第
に
減
少
し

て
い
く
中
で
、高
橋
さ
ん
は
、だ
ぶ
つ
い

た
人
員
の
有
効
利
用
を
と
農
業
参
入
を

思
い
立
っ
た
。そ
し
て
兼
業
農
家
か
ら
稲

作
の
農
作
業
を
請
け
負
う
受
託
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
た
が
、や
が
て
行
き
詰
ま
っ
て

し
ま
う
。会
社
勤
め
を
し
て
い
た
農
家

の
息
子
た
ち
が
景
気
悪
化
で
暇
に
な
り
、

彼
ら
が
自
宅
の
農
作
業
を
手
伝
う
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
。

　
「
や
は
り
農
業
は
み
ず
か
ら
農
作
物

を
生
産
し
、販
売
し
な
け
れ
ば
商
売
に

な
ら
な
い
」と
高
橋
さ
ん
は
痛
感
し
た
。

　
農
業
大
学
校
に
通
う
真
剣
さ

　

高
橋
さ
ん
の
行
動
力
は
、こ
こ
か
ら

が
違
っ
た
。建
設
会
社
社
長
と
し
て
差

配
を
振
る
う
か
た
わ
ら
、週
一
回
、高
知

県
立
農
業
大
学
校
に
通
い
農
業
技
術
を

学
ん
だ
。

　

さ
ら
に
、高
知
大
学
が
開
設
し
た
社

会
人
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス「
土
佐
Ｆ
Ｂ

Ｃ（
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
ー
タ
ー
）」

の
一
期
生
と
し
て
、二
年
間
、食
品
製
造

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
専
門
知

識
を
学
ん
だ
の
だ
。

　

農
業
参
入
す
る
に
あ
た
り
、高
橋
さ

ん
が
選
ん
だ
作
物
は
地
元
特
産
の
ユ
ズ

だ
っ
た
。高
知
県
産
が
全
国
市
場
の
約

五
〇
％
を
占
め
、ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
る
上

に
、搾
汁
す
る
こ
と
で
加
工
品
と
し
て
の

事
業
展
開
が
見
込
め
る
と
感
じ
た
。

　

先
輩
農
家
か
ら
も「
青
果
で
の
市
場

出
荷
だ
け
で
は
も
う
け
に
な
ら
な
い
」

と
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
で
、加
工
し
て
商

品
に
付
加
価
値
を
付
け
な
け
れ
ば
ビ
ジ

ネ
ス
に
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
だ
。

　

現
在
、ア
グ
リ
社
の
ユ
ズ
園
は
六
㌶
に

お
よ
ぶ
。親
戚
の
ユ
ズ
農
家
か
ら
引
き

アグリフードEXPOでバイヤーに試飲を勧める高橋さん

経営紹介

高知県土佐町

　　設立●平成19年
　資本金●200万円
　代表者●高橋 誠
事業内容●ユズの生産および加工販売

アグリネットワーク・れいほく株式会社

農業参入で六次産業化
ユズの商品企画に強み
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経営紹介

受
け
た
一
㌶
と
、山
頂
に
あ
る
放
置
山
林

を
伐
採
し
開
墾
し
て
整
備
し
た
三
㌶
、

さ
ら
に
耕
作
放
棄
水
田
を
利
用
し
た
二

㌶
の
農
地
だ
。

　

こ
の
新
し
く
整
備
し
た
ユ
ズ
園
に
は
、

高
橋
さ
ん
独
自
の
工
夫
が
あ
る
。通
常
、

ユ
ズ
の
新
植
は
、苗
木
を
直
接
植
え
付

け
る
の
だ
が
、ア
グ
リ
社
の
場
合
は
、建

設
会
社
が
使
用
し
て
い
た
倉
庫
を
利
用

し
、一
年
間
、ポ
ッ
ト
で
大
き
く
育
て
た

上
で
、植
え
付
け
る
の
だ
。

　

こ
の
方
が
木
の
成
長
が
早
い
上
に
、活

着
率
も
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
と
ロ
ス
が
出
な

い
。モ
モ
や
ブ
ド
ウ
栽
培
で
は
一
般
的
な

技
術
だ
が
、ユ
ズ
に
応
用
し
て
み
た
と
こ

ろ
効
果
が
現
れ
た
の
だ
。

　マ
イ
ナ
ス
資
源
を
プ
ラ
ス
に

　

ほ
か
に
も
町
内
の
生
ゴ
ミ
を
リ
サ
イ

ク
ル
し
た
有
機
肥
料
、嶺
北
牛
の
ふ
ん

や
製
材
工
場
の
木
く
ず
を
利
用
し
た
堆

肥
な
ど
、地
元
の
未
利
用
資
源
を
最
大

限
に
活
用
し
、化
学
肥
料･

堆
肥
を
一
切

使
用
し
な
い
農
業
を
実
践
し
て
い
る
。

　

放
置
山
林
を
開
墾
す
る
高
橋
さ
ん
た

ち
に
、初
め
の
う
ち
は
、周
囲
の
農
家
か

ら
冷
や
や
か
な
視
線
が
注
が
れ
た
。

　
「
放
置
山
林
も
生
ゴ
ミ
も
木
く
ず
も

放
っ
て
お
い
た
ら
ゼ
ロ
ど
こ
ろ
か
、地
域

に
と
っ
て
は
や
っ
か
い
な
マ
イ
ナ
ス
資

源
。こ
れ
ら
を
人
の
手
を
介
し
て
う
ま

く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、新
た
な
価

値
が
生
み
出
せ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
」と
高
橋
さ
ん
は
語
る
。

　

ア
グ
リ
社
で
は
、ユ
ズ
の
生
産
か
ら
加

工･
販
売
ま
で
一
貫
し
て
手
が
け
る
六
次

産
業
化
を
実
践
し
て
い
る
。

　

現
在
の
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、ユ
ズ

果
汁
と
ハ
チ
ミ
ツ
を
ブ
レ
ン
ド
し
た「
森

の
ゆ
ず
ジ
ュ
ー
ス
」、果
汁
一
〇
〇
％
の

「
森
の
ゆ
ず
酢
」、地
元
酒
蔵
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ユ
ズ
リ
キ
ュ
ー

ル「
Ｙ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
」、そ
し
て
昨

年
開
発
し
た
ノ
ン
オ
イ
ル
タ
イ
プ「
森
の

ゆ
ず
ジ
ェ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」の
品
々
だ
。

　

販
路
開
拓
の
場
と
し
て
活
用
す
る
の

が
、ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
や
地
元
銀

行
が
主
催
す
る
商
談
会
だ
。こ
う
し
た

商
談
会
を
経
験
し
て
い
く
う
ち
に
高
橋

さ
ん
は
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
い
う
。

　
商
慣
習
踏
ま
え
た
値
決
め

　

初
め
の
頃
は
、こ
だ
わ
り
の
商
品
、し

か
も
少
量
生
産
と
い
う
こ
と
で
、希
望

小
売
価
格
の
七
五
％
を
目
安
に
卸
値
を

提
示
し
て
い
た
。と
こ
ろ
が
、商
品
に
対

す
る
バ
イ
ヤ
ー
の
感
触
は
よ
い
も
の
の
、

具
体
的
な
商
談
に
な
か
な
か
進
ま
な
い

の
だ
。そ
の
う
ち
、親
し
く
な
っ
た
バ
イ

ヤ
ー
と
の
会
話
の
中
で
、七
五
％
の
卸
値

で
は
、問
屋
や
小
売
店
の
利
幅
が
確
保

で
き
ず
、バ
イ
ヤ
ー
が
扱
え
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　

改
め
て
資
材
の
発
注
ロ
ッ
ト
を
増
や

す
こ
と
な
ど
で
製
造
原
価
を
切
り
詰
め
、

小
売
価
格
の
五
〇
～
六
〇
％
の
卸
値
で

商
談
に
臨
ん
だ
と
こ
ろ
、か
な
り
の
確
率

で
商
談
が
進
む
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　

商
慣
習
を
無
視
し
た
価
格
提
案
で
ず

い
ぶ
ん
遠
回
り
を
し
て
し
ま
っ
た
が
、こ

う
し
た
こ
と
は
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
本
に
も

載
っ
て
い
な
い
し
、誰
も
教
え
て
く
れ
な

い
。「
商
慣
習
を
知
ら
な
い
こ
と
で
、販

売
に
つ
ま
ず
い
て
い
る
農
業
者
は
多
い

の
で
は
」と
高
橋
さ
ん
は
推
測
す
る
。

　

高
橋
さ
ん
に
よ
る
と
、一
例
と
し
て
、

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
場
合
、小
売
価
格
を
六

〇
〇
円
に
設
定
し
た
の
が
当
た
っ
た
。五

〇
〇
円
以
下
で
は
大
手
メ
ー
カ
ー
の
商

品
と
競
合
し
勝
負
に
な
ら
な
い
。一
方
で

七
〇
〇
円
を
超
え
る
と
消
費
者
の
手
が

届
き
に
く
く
な
る
。　

　

そ
こ
で
、大
手
と
同
じ
土
俵
に
立
た

な
い
で
、自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
立
す

る
の
は
ど
れ
か
を
判
断
し
、最
終
的
に

六
〇
〇
円
の
価
格
に
踏
み
切
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
、ア
グ
リ
社
の
商
品
は

首
都
圏
の
高
級
ス
ー
パ
ー
や
百
貨
店
で

消
費
者
の
好
評
を
得
て
い
る
、と
い
う
。

　
今
や
巧
み
に
農
産
品
を
商
品
化

　

四
年
目
を
迎
え
た
現
在
の
ア
グ
リ
社

の
年
商
は
一
〇
〇
〇
万
円
に
達
し
て
い

る
。商
品
へ
の
引
き
合
い
が
強
い
上
に
、

開
墾
し
た
ユ
ズ
園
か
ら
の
収
穫
量
が

徐
々
に
増
え
、増
産
体
制
が
整
う
こ
と

か
ら
、年
商
三
〇
〇
〇
万
円
が
視
野
に

入
っ
て
き
た
。さ
ら
に
そ
の
先
に
つ
い
て
、

高
橋
さ
ん
に
聞
い
て
み
る
と
、「
高
知
県

は
温
暖
な
気
候
を
背
景
に
豊
富
な
農
産

物
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、

地
場
の
食
品
メ
ー
カ
ー
が
育
っ
て
お
ら

ず
食
品
製
造
業
の
生
産
額
は
全
国
下
位

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。裏
を
返
せ
ば
、事

業
展
開
で
き
る
余
地
が
多
く
残
さ
れ
て

い
る
と
い
え
ま
す
」と
い
う
。

　

み
ず
か
ら
の
農
業
生
産
の
拡
大
に
は

限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、あ
ら
ゆ
る
農

家
と
連
携
し
、高
知
県
の
食
材
の
強
み

を
最
大
限
に
生
か
し
た
農
産
加
工
品
を

企
画
し
商
品
化
し
た
い
と
高
橋
さ
ん
は

考
え
る
。さ
ら
に
は
そ
の
販
売
ま
で
手

が
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
思
い
が
あ
る
よ
う

だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
情
報
戦
略
部　

錦
織　

秀
一
）

洗練されたデザインの容器とラベル
商談会ではひと際目立つ存在だ
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萩
原 

知
美

か
あ
ち
ゃ
ん
塾 

代
表

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

稲
が
ニ
ョ
ロ
っ
と
曲
が
っ
て
る
。

二
、三
年
経
た
田
植
え
で
は

真
っ
す
ぐ
に
な
っ
て
い
る
。

田
ん
ぼ
や
畑
は

心
を
映
す
鏡
で
す
。

さ
ん

農
家
が
農
作
業
体
験
を
指
導
し
、食
に
関
す
る
活
動
に

理
解
を
深
め
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、教
育

フ
ァ
ー
ム
で
あ
る
。都
市
近
郊
農
家
が
、や
る
べ
き
役
割

に
こ
た
え
る
農
業
体
験
教
室
が
あ
る
。そ
こ
に
は
子
ど

も
か
ら
大
人
が
参
加
す
る
。
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消
費
者
が
農
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
提
供

　
「
今
日
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
付
け
を
し
ま
す
。

そ
の
前
に
種
芋
を
切
り
ま
す
。芽
を
い
く
つ
か
残
し

て
二
等
分
し
ま
す
」「
芽
っ
て
ど
こ
で
す
か
」「
へ
こ

ん
で
い
る
と
こ
ろ
」

　

梅
が
咲
く
三
月
、四
〇
名
の
若
者
が
萩
原
家
の

畑
に
集
ま
っ
た
。見
沼
た
ん
ぼ
と
呼
ば
れ
、江
戸
時

代
に
干
拓
さ
れ
た
水
田
が
広
が
る
地
帯
。現
在
は
緑

地
空
間
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
。知さ

と
美み

さ
ん
は
こ

こ
で
、家
族
連
れ
が
農
業
体
験
を
す
る「
か
あ
ち
ゃ

ん
塾
」を
始
め
、消
費
者
が
農
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を

提
供
し
て
い
る
。

　

こ
の
日
、参
加
し
た
の
は
あ
る
人
材
育
成
会
社
の

「
人
間
力
養
成
講
座
」を
受
講
中
の
二
〇
代
の
社
会

人
、学
生
だ
。ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
付
け
は
生
ま
れ

て
初
め
て
と
い
う
人
が
多
い
。

　

植
え
付
け
が
終
わ
る
と
、釜
戸
で
炊
い
た
ご
飯
と

カ
レ
ー
で
昼
食
を
と
る
。女
性
も
含
め
一
人
一・
八

合
を
平
ら
げ
た
。「
わ
ら
で
炊
い
た
ご
飯
は
お
い
し

い
で
し
ょ
？ 

わ
ら
は
お
米
の
親
。人
間
の
親
も
命

尽
き
る
ま
で
子
ど
も
の
面
倒
を
み
る
。こ
れ
と
同
じ

じ
ゃ
な
い
か
な
」
―
―
。知
美
さ
ん
の
言
葉
に
皆
神

妙
に
う
な
ず
く
。

　

お
よ
そ
五
時
間
の
作
業
中
、知
美
さ
ん
の
説
明
は

途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
。資
源
を
循
環
さ
せ
な
が
ら

営
む
農
業
、近
年
の
異
常
気
象
や
食
糧
不
安
、昔
か

ら
伝
わ
る
生
活
の
知
恵
な
ど
。あ
ま
り
に
も
見
事
な

説
明
に
最
初
、農
家
と
い
う
よ
り
消
費
者
の
心
を

う
ま
く
つ
か
む
名
人
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

　

だ
が
そ
れ
が
浅
は
か
な
考
え
で
あ
る
こ
と
は
、知

美
さ
ん
の
手
を
見
て
わ
か
っ
た
。長
年
土
を
触
り
、

太
く
が
っ
し
り
と
し
た
手
。長
年
農
業
と
向
き
合
っ

て
き
た
証
拠
だ
。そ
の
手
が
言
っ
て
い
る
。「
消
費
者

に
農
業
の
こ
と
を
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
う
し
か

な
い
」。“
伝
え
た
い
”と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
手
か

ら
伝
わ
っ
て
き
た
。

　
消
費
者
に
近
い
あ
な
た
が
や
り
な
さ
い

　
「
か
あ
ち
ゃ
ん
塾
」を
始
め
た
の
は
一
九
九
七
年
。

三
〇
年
前
の
高
校
の
同
窓
会
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

同
窓
生
で
農
業
を
や
っ
て
い
る
の
は
知
美
さ
ん

一
人
だ
っ
た
。「
な
ん
で
農
家
に
嫁
に
行
っ
た
の
？
」

―
―
。友
人
か
ら
の
質
問
に「
悔
し
か
っ
た
。今
思

え
ば
、そ
ん
な
こ
と
で
悔
し
が
る
な
ん
て
自
分
が
突

っ
張
っ
て
い
た
証
拠
か
も
」と
知
美
さ
ん
は
言
う
。

　

悔
し
い
思
い
を
救
っ
て
く
れ
た
の
は
子
ど
も
た

ち
だ
っ
た
。自
身
の
子
ど
も
が
通
う
学
校
か
ら
請
わ

れ
、生
活
科
の
授
業
で
農
業
を
教
え
た
。キ
ラ
キ
ラ

と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
話
を
聞
く
子
ど
も
た
ち
の

表
情
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム（
Ｇ
Ｔ
）の
存
在

を
新
聞
で
知
り
、通
信
講
座
を
受
け
た
。先
進
地
の

ド
イ
ツ
、フ
ラ
ン
ス
の
視
察
に
も
出
か
け
た
。こ
の

時
、Ｇ
Ｔ
の
第
一
人
者
と
い
わ
れ
る
ア
ン
リ
・
グ
ロ

ロ
ー
氏
に
質
問
を
し
た
。氏
の
回
答
が
知
美
さ
ん
の

背
中
を
押
し
た
。「
消
費
者
に
近
い
と
こ
ろ
に
い
る

あ
な
た
こ
そ
や
り
な
さ
い
」。

　

ま
ず
子
ど
も
た
ち
に
農
業
体
験
し
て
も
ら
お
う

と
決
め
た
。生
活
科
の
教
科
書
を
も
と
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
。六
年
間
、授
業
を
し

て
き
た
経
験
が
生
か
さ
れ
た
。「
教
科
書
で
農
家
の

P. 19
結婚して始めた農業を基礎から学
ぶため、東京農業大学（通信課程）
に入ったという意欲の持ち主。か
あちゃん塾を始めて「自分を飾らず
に表現できるようになった」という。
P. 20
右上と左：表情は一層穏やかに
下右：わらで炊いたご飯は大人気
下左：すべてを物語る力強い手



2011・5 AFCフォーラム　21

暮
ら
し
を
学
ん
で
も
経
験
が
な
い
か
ら
ピ
ン
と
来

な
い
。そ
れ
な
ら
ば
実
地
で
体
験
し
て
も
ら
お
う
と

思
っ
て
」。一
緒
に
や
っ
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
も
見
つ

か
っ
た
。婦
人
警
官
と
保
母
を
し
て
い
る
二
人
の
女

性
。子
ど
も
が
幼
稚
園
の
頃
か
ら
の
知
り
合
い
だ
。

「
婦
人
警
官
だ
っ
た
佐
藤
久
子
さ
ん
は
子
ど
も
が
大

好
き
な
人
。私
は
農
業
を
知
っ
て
い
る
。私
に
は
当

た
り
前
の
こ
と
を
消
費
者
の
目
線
で
見
て
く
れ
た

の
が
佐
藤
さ
ん
」。

　
「
か
あ
ち
ゃ
ん
塾
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
」と
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
り
、銀
行
の
前
に
貼
っ
て
も
ら
っ

た
り
、幼
稚
園
を
回
っ
て
配
っ
た
り
し
た
。初
年
度

は
二
四
家
族
が
参
加
。テ
レ
ビ
、新
聞
な
ど
に
紹
介

さ
れ
、参
加
す
る
家
族
が
次
々
に
増
え
、今
は
四
〇

家
族
、一
五
〇
名
が
参
加
す
る
。

　

三
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
第
二
土
曜
日
が「
か
あ

ち
ゃ
ん
塾
」の
日
。ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
付
け
や
、み

そ
づ
く
り
な
ど
季
節
ご
と
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま

れ
る
。小
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ
家
族
が
対
象

で
、一
家
族
あ
た
り
二
万
三
〇
〇
〇
円
が
参
加
費

（
実
費
は
別
）だ
。

　

知
美
さ
ん
の
も
と
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
依
頼
が
来

る
。「
研
修
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
農
業
体
験
を

さ
せ
て
ほ
し
い
」と
い
う
企
業
か
ら
の
依
頼
。外
国

人
相
手
に
農
業
体
験
の
受
け
入
れ
も
し
て
い
る
。国

か
ら
教
育
フ
ァ
ー
ム
の
指
定
を
受
け
、小
中
学
校
生

に
も
教
え
る
。今
で
は
家
族
を
含
む
一
六
名
の
ス
タ

ッ
フ
で
活
動
に
あ
た
る
。

　
お
金
で
は
買
え
な
い
価
値
が
あ
る

　

知
美
さ
ん
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
あ
る
。

生
徒
の
態
度
が
荒
れ
て
い
る
こ
と
に
頭
を
痛
め
た

あ
る
中
学
校
の
校
長
が
相
談
に
来
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、農
業
体
験
の
受
け
入
れ
を
決
め
た
。

　

畑
で
授
業
を
始
め
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、鎌
の
刃

が
上
に
な
っ
て
畑
に
突
き
刺
さ
っ
て
い
た
。お
じ
け

づ
く
こ
と
な
く
知
美
さ
ん
は
、「
や
っ
た
人
は
名
乗

り
出
な
さ
い
。こ
う
い
う
こ
と
は
許
さ
な
い
。言
う

こ
と
聞
か
な
い
と
授
業
は
一
切
や
ら
な
い
よ
」
―
―
。

真
剣
に
怒
る
と
や
が
て
一
人
の
生
徒
が
名
乗
り
出
た
。

　

知
美
さ
ん
は
体
験
の
最
中
、「
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て

る
？
」と
生
徒
た
ち
の
背
中
を
チ
ョ
ン
と
叩
い
て
回

っ
た
。「
で
も
誰
一
人『
汚
ね
え
な
』な
ど
と
言
わ
な

か
っ
た
。そ
の
様
子
を
見
て
、先
生
た
ち
に『
こ
の
子

た
ち
は
大
丈
夫
で
す
よ
』と
言
っ
た
の
」。す
る
と

先
生
か
ら
出
た
言
葉
は「
よ
か
っ
た
。救
わ
れ
ま
し

た
」。校
長
だ
け
で
な
く
先
生
た
ち
も
迷
い
、行
き

詰
ま
っ
て
い
た
の
だ
。

　

最
初
の
頃
、田
植
え
を
さ
せ
た
後
の
田
ん
ぼ
を
見

る
と
、稲
が
ニ
ョ
ロ
ニ
ョ
ロ
と
曲
が
っ
て
植
わ
っ
て

い
た
。だ
が
一
年
、二
年
経
つ
と
直
線
に
変
わ
っ
た
。

田
畑
は
人
間
の
心
を
映
す
鏡
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

生
徒
た
ち
を
教
え
た
知
美
さ
ん
は
卒
業
式
に
呼
ば

れ
る
。驚
い
た
こ
と
に
、今
ま
で
に
三
人
の
生
徒
が

農
業
高
校
に
進
ん
だ
。「
や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
と

心
か
ら
思
っ
た
」。

　

知
美
さ
ん
の
土
日
は
こ
う
し
た
体
験
で
す
べ
て

埋
ま
っ
て
い
る
。そ
れ
で
も
事
前
準
備
や
当
日
の
ス

タ
ッ
フ
の
人
員
を
考
え
る
と
、今
も
ら
っ
て
い
る
参

加
費
で
お
釣
り
が
く
る
こ
と
は
な
い
。「
お
金
じ
ゃ

な
い
。む
し
ろ
お
金
で
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
価
値

を
た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
い
る
。そ
れ
が
私
の
喜
び
」。

　

荒
れ
て
い
た
学
校
の
生
徒
以
外
に
も
農
業
を
志

す
人
が
出
て
き
た
。冒
頭
の
人
材
育
成
会
社
の
講
座

参
加
が
き
っ
か
け
で
、現
在
知
美
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

来
て
個
別
に
農
業
研
修
を
受
け
る
人
も
い
る
。「
農

業
を
身
近
に
感
じ
る
人
が
増
え
て
き
た
。こ
れ
に
勝

る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

　

都
市
で
農
業
を
続
け
よ
う
に
も
、の
し
か
か
る
税

金
の
た
め
に
農
地
を
切
り
離
す
の
が
現
状
だ
と
い

う
。「
そ
れ
で
も
都
市
の
中
の
農
業
が
果
た
す
役
割

は
大
き
い
。農
業
と
は
命
を
つ
な
ぐ
仕
事
。食
べ
る

人
の
向
こ
う
側
に
つ
く
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
少

し
で
も
考
え
な
が
ら
日
々
の
食
生
活
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
」
―
―
。研
修
を
終
え
た
若
者
へ
の
最
後
の
言

葉
。今
も
彼
ら
の
心
に
残
っ
て
い
る
は
ず
だ
。そ
し

て
あ
の
手
の
力
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
青
山
浩
子
／
文　

河
野
千
年
／
撮
影
）

右から知美さんの次男哲也さん、佐藤久子さん。二人ともかあ
ちゃん塾のスタッフだ。
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昨
年
秋
頃
か
ら
原
油
や
レ
ア
メ
タ
ル
と
並
ん
で
、小
麦
・
と
う
も
ろ
こ
し
な

ど
の
食
料
価
格
が
再
び
上
昇
し
て
き
た
。世
界
の
食
料
需
給
を
み
る
と
、耕
作

面
積
を
急
速
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
い
一
方
で
、中
国
な
ど
新
興
国
の
人
口

増
加
と
消
費
水
準
の
上
昇
で
ひ
っ
迫
し
、食
料
価
格
が
長
期
に
わ
た
り
上
昇
を

続
け
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

長
崎
県
は
全
国
的
に
は
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、住
ん
で
い
る
と
農

水
産
品
直
売
所
や
食
品
ス
ー
パ
ー
で
の
食
料
価
格
が
東
京
と
比
べ
て
大
幅
に

安
く
種
類
も
豊
富
な
の
で
、諫
早
平
野
や
島
原
半
島
を
擁
し
、海
に
囲
ま
れ
た

「
食
の
王
国
」で
あ
る
と
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。た
だ
、単
な
る
食
料
の

生
産
県
で
あ
っ
て
は
生
産
農
家
・
漁
家
の
収
入
増
加
に
つ
な
が
り
に
く
く
、食

料
を
適
正
価
格
で
消
費
者
に
届
け
る
流
通
の
多
様
化
と
加
工
品
の
生
産
・
販
売

に
注
力
す
る
こ
と
が
何
と
し
て
も
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、豊
か
な
農
地
や
山
林
、海
と
い
っ
た
地
域
資
源
を
担
い
手
や
資
本

の
不
足
か
ら
維
持
・
活
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
。た
と
え
ば
、私
が
農
水
産
品
の

加
工
品
開
発
や
販
路
開
拓
を
手
伝
う
地
域
の
ひ
と
つ
、長
崎
市
茂
木
地
区
は
、

江
戸
時
代
か
ら
全
国
的
に
知
ら
れ
た
茂
木
び
わ
の
産
地
で
あ
る
が
、び
わ
畑
が

急
峻
な
山
肌
に
広
が
っ
て
い
る
た
め
、農
家
の
高
齢
化
に
伴
い
、一
〇
年
後
も
産

地
で
あ
り
続
け
る
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。

　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
長
崎
・
佐
世
保
・
雲
仙
の
三
市
共
同
で
福
岡
の
博
多

座
近
く
に
居
酒
屋
風
レ
ス
ト
ラ
ン
と
観
光
案
内
所
併
設
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
キ
ト
ラ
ス
」（
九
州
弁
で「
来
て
お
ら
れ
る
」の
意
味
）を
オ
ー
プ
ン
し
た
。長
崎

県
の
質
の
高
い
食
材
を
使
っ
た
手
頃
な
料
理
や
、高
齢
者
や
単
身
者
世
帯
が
増

加
す
る
環
境
下
で「
量
り
売
り
」趣
向
が
奏
功
し
、売
り
上
げ
が
順
調
に
伸
び
て

い
る
。

　

福
岡
は
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
と
し
て
人
口
が
増
加
し
、九
州
新
幹
線
開
業
で
関

西
な
ど
か
ら
の
観
光
客
も
増
加
し
て
お
り
、今
後
は
沖
縄
県
物
産
公
社
が
行
っ

て
き
た
よ
う
に
、小
売
り
だ
け
で
な
く
、卸
売
り
も
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

地
域
の
食
を
広
げ
る
際
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、意
欲
あ
る
事
業
者
と
、担

い
手
と
な
る
若
い
人
材
の
発
掘
・
育
成
で
あ
る
。加
工
や
流
通
で
収
入
が
増
加

し
、あ
る
い
は
雇
用
が
安
定
し
て
く
れ
ば
、や
り
が
い
を
感
じ
る
人
材
が
定
着

し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

財団法人ながさき地域政策研究所常務理事

きくもり　あつふみ
1955年三重県生まれ。東京大学法学部卒。78年三
井銀行（現三井住友銀行）入行。83年米国シカゴ大学
経営大学院（ＭＢＡ）卒。2000年日本総合研究所主席
研究員。04年から現職。長崎大学大学院兼任講師。
著書に「学習する会社のナレッジコラボレーション」（かん
き出版）、「こうすれば地域再生できる」（長崎新聞社）他
多数。ＮＨＫ・ＴＶＱ・ＫＴＮなどにコメンテーターとして出演中。

菊森 淳文

食の王国に暮らすありがたさ

観
天

望
気
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い
」と
い
う
都
市
と
農
村
を
つ
な
ぐ
組
織
の
立
ち
上
げ
に
も
か

か
わ
り
ま
し
た
。

　

今
年
一
月
に
東
京
都
千
代
田
区
の
国
際
ビ
ル
地
下
に
あ
る
地

域
お
こ
し
の
レ
ス
ト
ラ
ン﹃
に
っ
ぽ
ん
の
…
﹄に
て
、山
形
県
金
山

町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め「
金
山
ナ
イ
ト
」を
企
画
し
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
ネ
ッ
ト
上
の
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）の
影
響

で
国
産
農
産
物
へ
の
打
撃
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。一
番
困
る

の
は
、食
べ
る
も
の
を
み
ず
か
ら
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
都
市
住
民
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。国
産
農

産
物
を
持
続
可
能
か
つ
適
正
な
価
格
で
食
べ
続
け
る
た
め
に

は
今
こ
そ
、消
費
者
と
生
産
者
の
強
い
つ
な
が
り
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
の
農
林
漁
業
は
、こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
政
策
に
翻ほ
ん

弄ろ
う
さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、ど
ん
な
波
が

来
て
も
、消
費
者
と
生
産
者
の
間
に
揺
る
が
な
い
関
係
性
を
つ

く
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。消
費
者
が
生
産

Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
”は「
ふ
れ
あ

い
・
つ
な
が
り
・
あ
っ
た
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
あ
な
た

と
私
を
結
ぶ
。都
市
と
農
山
漁
村
の
応
援
団
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、都
市
と
農
山
漁
村
の
人
々
を
つ
な
い
で
、地
域
づ

く
り
に
参
画
し
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、会
員
向
け
に
農
山
漁
村
を
訪
ね
る
企
画
、都

市
と
農
山
漁
村
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
学
習
会
、地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。 

　

昨
年
度
の
活
動
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
す
る
と
、「
日
本
の

食
を
極
め
る
」を
テ
ー
マ
に
、奈
良
県
の
大
紀
コ
ー
プ
フ
ァ
ー

ム
を
訪
ね
、①
梅
の
花
見
、②
ウ
メ
・
シ
ソ
の
収
穫
、ウ
メ
の
一

次
漬
け
、③
ウ
メ
の
本
漬
け
、カ
キ
の
収
穫
体
験
と
三
回
連
続

の
企
画
で
梅
干
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、静
岡
県
の
株
式
会
社
山
英
に
協
力
い
た
だ
き
、お
茶

学
習
会
、産
地
ツ
ア
ー
の
企
画
を
通
し「
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
茶
」を

つ
く
り
ま
し
た
。岩
手
県
軽
米
町
で
は
、エ
ゴ
マ
の
植
え
付
け
・

収
穫
、町
の
資
源
探
索
を
企
画
し
、「
軽
米
町
と
一
緒
に
元
気
か

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あった
か
キ
ャッ
チ
ボ
ー
ル

（
五
三
歳
）

小
林 

勢
以
子

●
こ
ば
や
し  

せ
い
こ
●

一
九
五
七
年
仙
台
生
ま
れ
の
横
浜
育
ち
。中
学
・

高
校
の
教
師
を
し
た
の
ち
結
婚
。生
活
協
同
組

合
東
京
マ
イ
コ
ー
プ（
現
・
生
活
協
同
組
合
パ
ル

シ
ス
テ
ム
東
京
）の
理
事
を
三
期
六
年
務
め
る

傍
ら
、立
教
大
学
大
学
院
二
一
世
紀
社
会
デ
ザ

イ
ン
研
究
科
修
士
を
修
了
。二
〇
〇
四
年
か
ら

四
年
間
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
専
務
理
事
、事

務
局
長
を
務
め
、二
〇
〇
八
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
あ
っ
た
か
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
代
表
理
事
に

就
任
し
て
い
る
。

ブ
ロ
グ  http://am

eblo.jp/attaka-catch
“
Ｎ
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者
と
つ
な
が
れ
ば
、消
費
者
は
生
産
者
の
暮
ら
し
が
心
配
に
な

り
、生
産
者
も
同
じ
く
地
域
で
暮
ら
し
続
け
て
い
く
こ
と
に
も

心
を
砕
き
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
自
由
貿
易
協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）に
よ
っ
て
決
ま
っ
て

い
く
価
格
、日
本
の
政
策
が
決
め
る
価
格
で
は
な
く
て
、大
切

な
の
は
農
家
の
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
持
続
可
能
な
価
格

で
す
。真
実
、持
続
可
能
な
価
格
を
消
費
者
と
生
産
者
が
互
い

に
確
認
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、市
場
経
済
に

互
い
に
翻
弄
さ
れ
な
い
消
費
者
と
生
産
者
で
あ
る
農
山
漁
村

の
人
々
と
の
間
で
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

平
成
五
年
に
起
き
た
大
冷
害
の
時
、お
米
を
五
㌔
四
〇
〇

〇
円
で
買
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。不
足

し
た
お
米
を
、い
く
ら
で
も
お
金
を
出
し
て
買
い
ま
し
た
。今
、

お
茶
碗
一
杯
一
八
円
の
お
米
は
高
い
と
言
い
な
が
ら
、一
個
五

〇
〇
円
の
ケ
ー
キ
を
平
気
で
買
う
人
が
い
ま
す
。し
か
し
、ケ

ー
キ
で
命
は
つ
な
げ
ま
せ
ん
。

　

農
産
物
を
つ
く
り
出
す
地
域
が
物
理
的
に
も
精
神
的
に
も

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
一
部
に
な
る
親
密
性
を
つ
く
る
こ
と
、 
そ

の
た
め
に
人
々
が
出
会
い
、地
域
の
農
産
物
・
海
産
物
を
い
た

だ
い
て
地
域
の
文
化
、暮
ら
し
、精
神
性
を
共
有
す
る
こ
と
を

活
動
の
重
点
と
し
て
い
ま
す
。

　

あ
っ
た
か
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
考
え
る「
命
を
つ
な
げ
る
関

係
」を
消
費
者
と
生
産
者
の
間
に
つ
く
る
た
め
、次
の
よ
う
な

活
動
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、①
地
域
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。い
ろ
い
ろ
な
機
会

を
利
用
し
、地
域
の
情
報
を
発
信
し
て
、Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。た
と
え
ば
、先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
レ
ス
ト

ラ
ン﹃
に
っ
ぽ
ん
の
…
﹄で
の「
○
○
ナ
イ
ト
」な
ど
地
域
の
学

習
会
を
企
画
し
て
、地
域
を
知
っ
て
も
ら
い
、そ
こ
に
い
る
人
々

を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、②
地
域
に
行
く
こ
と
。「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」。

自
然
の
恵
み
、命
を
育
む
こ
と
を
五
感
全
部
に
訴
え
ま
す
。 

実
際
に
地
域
を
訪
問
す
る
企
画
を
つ
く
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、③
地
域
を
暮
ら
し
の
一
部
に
す
る
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
。地
域
の
農
産
物
・
海
産
物
を
定
期
的
に
食
べ
、地
域

づ
く
り
に
対
し
て
知
恵
を
出
し
て
も
ら
い
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
る
。こ
の
よ
う
に
し
て
、地
域
が
暮
ら
し
の
一
部
に
な
れ
ば
、

も
う
お
互
い
他
人
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、都
市
と
農
山
漁
村
に
強
い
つ
な
が
り
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、ど
ん
な
荒
波
が
き
て
も
命
や
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

 

市
場
経
済
に
翻
弄
さ
れ
な
い
持
続
可
能
な
価
格
を
、

消
費
者
と
生
産
者
の
揺
る
が
な
い
関
係
を
つ
く
る
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三
〇
代
前
半
の
浅
井
雄
一
郎
さ
ん
と
小

平（
こ
び
ら
）勘
太
さ
ん
の
二
人
が
志
高
く

始
め
た
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
、株

式
会
社
オ
リ
ザ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ

ー
ト
四
年
で
成
果
を
出
し
始
め
た
。ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
は
ユ
ニ
ー
ク
で
、ミ
ニ
ト
マ
ト

な
ど
の
栽
培
技
術
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、技

術
を
無
償
で
や
る
気
の
あ
る
農
業
者
に
提

供
し
、全
国
ど
こ
で
つ
く
っ
て
も
同
じ
品
質

で
共
同
生
産
す
る
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
方
式
だ
。

　
新
モ
デ
ル
で
利
益
出
る
農
業
を

―
―
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、農
業
分
野
で

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
理
解
し
て
い

ま
す
が
、ど
ん
な
取
り
組
み
で
す
か
。

浅
井　
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
ら
し
く
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
日
本
農
業
に
新
風
を

吹
き
込
み
、利
益
の
出
せ
る
農
業
を
つ
く

り
出
し
た
い
。担
い
手
減
少
な
ど
の
社
会
的

課
題
を
抱
え
て
い
て
も
、日
本
農
業
に
は

強
み
も
数
多
く
あ
り
、そ
れ
ら
を
生
か
し

て
競
争
力
あ
る
農
業
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

み
た
い
―
―
な
ど
が
問
題
意
識
で
す
。

―
―
素
晴
ら
し
い
。い
き
な
り
本
題
に
入

り
ま
す
が
、そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
？

浅
井　
農
業
生
産
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

栽
培
技
術
を
目
利
き
し
、独
自
に
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
化
す
る
と
同
時
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

す
る
の
で
す
。全
国
で
志
を
も
っ
て
新
農
業

を
目
指
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仲
間
た
ち
に

無
償
で
提
供
し
、技
術
を
完
全
に
共
有
す

る
の
で
す
。い
わ
ば
技
術
を
オ
ー
プ
ン
に
し

て
生
産
も
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
の
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

―
―
全
く
同
品
質
の
も
の
を
つ
く
る
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

浅
井　
そ
う
で
す
。い
ま
、仲
間
が
全
国
に

二
〇
〇
人
い
ま
す
が
、そ
の
う
ち
の
八
人
で

ミ
ニ
サ
イ
ズ
の
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。地
域
が
バ
ラ
バ
ラ
で
全
国
に

点
在
し
て
い
ま
す
が
、栽
培
技
術
を
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
て
い
る
た
め
、資
材
や
肥
料
な
ど

は
す
べ
て
同
じ
。ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
内
部

環
境
な
ど
も
同
じ
に
な
る
よ
う
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
制
御
を
導
入
し
標
準
化
を
目
指

し
ま
す
。大
事
な
の
は
、全
国
ど
こ
で
つ
く

っ
て
も
品
質
が
全
く
同
じ
の
ミ
ニ
ト
マ
ト

に
す
る
こ
と
で
す
。

　
技
術
情
報
は
ネ
ッ
ト
上
で
共
有

―
―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
技
術
情
報

の
共
有
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

浅
井　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
情
報
交
換

し
た
り
連
絡
を
取
り
合
い
ま
す
。栽
培
技

術
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
あ
た
っ
て
は
、ネ
ッ

ト
上
の
広
場
で
仲
間
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の

経
験
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
書
き
込

み
、技
術
モ
デ
ル
に
修
正
を
加
え
、み
ん
な

の
共
有
技
術
に
す
る
の
で
す
。

　

こ
の
技
術
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
れ
ば
、

ト
マ
ト
栽
培
経
験
が
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
の

人
か
ら
、新
規
就
農
し
た
ば
か
り
の
若
手

農
業
者
ま
で
十
分
に
対
応
で
き
ま
す
。

―
―
米
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
Ｉ
Ｔ（
情
報
技

術
）的
な
発
想
を
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
が
、

農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
ら
し
い
で
す
ね
。

浅
井　
実
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
の
栽

培
技
術
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
思
い
つ
い
た

の
は
、農
業
も
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
時
代
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

―
―
と
言
い
ま
す
と
？

浅
井　
一
人
の
素
晴
ら
し
い
革
新
的
な
技

術
を
持
っ
た
農
業
者
が
仮
に
亡
く
な
っ
た

場
合
、せ
っ
か
く
の
技
術
が
伝
承
も
蓄
積

も
さ
れ
ず
に
一
代
限
り
で
終
わ
っ
て
し
ま

ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
担
い
手

栽
培
技
術
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

浅
井 

雄一郎
さ
ん
三
重
県

株
式
会
社
オ
リ
ザ

シ
リ
ー
ズ

変
革
は
人
に
あ
り
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連載 変革は人にあり

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
閉
じ
込

め
て
お
か
ず
に
オ
ー
プ
ン
に
す
れ
ば
、新
た

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
、よ
り
よ
い

も
の
に
改
良
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
狙
っ
て

い
る
の
で
す
。農
業
者
が
一
人
で
取
り
組
む

よ
り
も
、一
〇
〇
人
の
仲
間
で
情
報
技
術
の

共
有
を
行
え
ば
、一
〇
〇
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
得
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
鍵

―
―
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
で
の「
秘
伝
の
た

れ
」を
め
ぐ
る
話
と
似
て
い
ま
す
ね
。

浅
井　
自
社
技
術
に
こ
だ
わ
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
オ
ー

プ
ン
に
し
て
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ

と
が
、大
き
な
広
が
り
と
な
り
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
の
場
合
、農
業
で
そ
れ
を
実

践
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。そ
の
ヒ

ン
ト
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ト
マ
ト
栽
培
で
の
取

り
組
み
に
あ
り
ま
し
た
。オ
ラ
ン
ダ
の
ト
マ

ト
栽
培
の
面
積
は
日
本
の
八
分
の
一
と
い

う
の
に
、世
界
の
農
業
先
進
国
と
言
わ
れ

る
国
々
に
は
な
ん
と
オ
ラ
ン
ダ
の
栽
培
シ

ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。オ
ラ

ン
ダ
と
い
う
国
の
戦
略
性
を
感
じ
ま
す
。

―
―
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
？

浅
井　
オ
ラ
ン
ダ
は
、国
を
あ
げ
て
施
設

園
芸
栽
培
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
み
、

す
べ
て
が
戦
略
的
で
す
。最
初
に
オ
ラ
ン
ダ

式
の
ハ
ウ
ス
な
ど
の
ハ
ー
ド
を
開
発
し
、民

間
企
業
と
ト
マ
ト
栽
培
農
家
が
協
力
し
て

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
ソ
フ
ト
開
発
も
進

め
、ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
方
を
セ
ッ
ト
に

し
て
世
界
に
輸
出
し
て
い
る
の
で
す
。

―
―
農
業
先
進
国
の
発
想
で
す
ね
。

浅
井　
オ
ラ
ン
ダ
に
限
ら
ず
米
国
や
カ
ナ

ダ
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
効
率
化
さ
れ

た
生
産
性
の
高
い
農
業
を
つ
く
り
出
し
て

お
り
、日
本
よ
り
も
進
ん
で
い
ま
す
。そ
の

点
、日
本
の
農
業
現
場
は
、す
で
に
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ず
、

海
外
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
え

ま
す
。

―
―
と
こ
ろ
で
、全
国
八
カ
所
の
農
場
で
生

産
し
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
、株
式
会
社
オ
リ
ザ

が
買
い
上
げ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
？

浅
井　
そ
の
と
お
り
で
す
。品
質
基
準
を

満
た
し
て
い
れ
ば
、す
べ
て
買
い
上
げ
、東

京
は
じ
め
全
国
の
有
名
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー

パ
ー
、外
食
店
な
ど
に
同
一
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把
握

―
―
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
？

浅
井　
そ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。わ
れ
わ
れ

は
消
費
者
の
細
か
な
ニ
ー
ズ
を
探
り
、商
品

開
発
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。ト
マ
ト
の
糖
度
、

酸
度
な
ど
の
味
だ
け
で
な
く
食
感
や
見
た

目
な
ど
も
事
前
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査

し
て
、消
費
者
ニ
ー
ズ
に
近
い
ト
マ
ト
を
つ

く
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
そ
れ
だ
け
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
れ
ば
、

市
場
流
通
で
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
よ
り
収
益
性

が
高
い
？

浅
井　
ま
だ
高
収
益
と
ま
で
は
い
き
ま
せ

ん
が
、形
が
見
え
て
き
ま
し
た
。市
場
流
通

に
頼
る
と
参
加
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
多
い
た
め
、

需
給
関
係
で
値
段
が
決
ま
り
、せ
っ
か
く

お
い
し
く
つ
く
っ
た
生
産
者
の
気
持
ち
が

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、わ
れ
わ
れ
は

市
場
流
通
に
は
乗
せ
ず
、独
自
ル
ー
ト
で

販
路
開
拓
し
ま
す
。

―
―
農
業
経
営
が
成
功
す
る
上
で
の
ポ
イ

ン
ト
は
何
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

浅
井　
経
営
に
関
し
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
、サ

栽培ハウスの中でミニトマトの生育状況をチェックする浅井さん

Profile

あ
さい  

ゆ
う
い
ち
ろ
う

一九
八
〇
年
三
重
県
津
市
生
ま
れ
、三
一
歳
。甲
南
大
学
理

学
部
在
学
中
に
米
国
種
苗
会
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
験
、

米
国
の
農
業
経
営
に
刺
激
を
受
け
帰
国
し
て
、卒
業
後
に

農
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
勤
務
。そ
の
後
、友
人
の

小
平
勘
太
さ
ん
と
一
緒
に
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
オ
リ
ザ

合
同
会
社
を
創
設
し
本
格
的
な
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
に
か
か
わ

る
。現
在
は
株
式
会
社
オ
リ
ザ
に
組
織
替
え
し
最
高
経
営

責
任
者
と
な
る
。実
家
の
浅
井
農
園
代
表
取
締
役
も
兼
務
。

Data株
式
会
社
オ
リ
ザ

本
社
は
東
京
都
。資
本
金
三
〇
〇
万
円
。創
業
者
の
浅

井
雄
一
郎
、小
平
勘
太
両
氏
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
が
ら
実
質
的

な
経
営
は
Ｃ
Ｏ
Ｏ
の
藤
井
優
氏
が
担
当
。ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
開
発
事
業
、農
業
経
営
者
支
援
や
技
術
者
育
成
事

業
、全
国
二
〇
〇
人
の
農
家
と
連
携
し
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
や

イ
チ
ゴ
、ト
ウ
モ
ロコ
シ
、サ
ツマ
イ
モ
な
ど
を
生
産
し
、ト

マ
ト
を
全
国
有
名
デ
パー
ト
な
ど
で
販
売
。年
商
六
〇
〇

〇
万
円
。役
員
含
め
社
員
五
人
。
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連載 変革は人にあり
イ
エ
ン
ス
、そ
し
て
フ
ァ
ー
ム（
農
場
）の
三

つ
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、農
家
で
は
な
く
て
農
業
経
営
者

と
し
て
も
う
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
づ
く

り
の
で
き
る
経
営
力
、次
に
植
物
生
理
な

ど
農
業
生
産
に
か
か
わ
る
サ
イ
エ
ン
ス
の

部
分
を
理
解
す
る
こ
と
、そ
し
て
農
業
現

場
の
フ
ァ
ー
ム
を
い
か
に
効
率
的
に
運
営

す
る
か
、こ
の
三
つ
を
ど
う
兼
ね
備
え
る
か

が
農
業
経
営
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

―
―
と
こ
ろ
で
株
式
会
社
オ
リ
ザ
は
な
じ

み
の
な
い
名
称
で
す
が
、由
来
は
？

浅
井　
イ
ネ
の
学
名「
オ
リ
ザ・サ
テ
ィ
バ
」

か
ら
と
っ
た
の
で
す
。日
本
農
業
に
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
に
は
、そ
の
象
徴
で
あ

る
日
本
の
イ
ネ
の
名
前
に
し
よ
う
と
。

　
共
同
創
業
者
と
は
運
命
的
出
会
い

―
―
農
業
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
や
ろ
う
と
踏

み
切
っ
た
き
っ
か
け
は
？

浅
井　
今
は
株
式
会
社
オ
リ
ザ
の
共
同
創

業
者
と
な
っ
て
い
る
小
平
勘
太
と
の
運
命

的
な
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
す
。小
平
と
は
、

ミ
ク
シ
ー
と
い
う
ネ
ッ
ト
上
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
知
り
合
っ
た
の
で
す

が
、彼
と
の
出
会
い
で
、弾
み
が
つ
き
ま
し

た
。

―
―
運
命
的
と
い
う
ほ
ど
、出
会
い
が
衝

撃
的
だ
っ
た
の
で
す
か
。

浅
井　
日
本
農
業
へ
の
思
い
を
ネ
ッ
ト
上

で
語
り
合
っ
て
い
た
の
で
す
が
、年
齢
も
ほ

ぼ
同
じ
、住
ん
で
い
る
所
が
意
外
に
近
い
こ

と
、同
じ
よ
う
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

勤
務
な
ど
、驚
く
ほ
ど
共
通
点
が
多
い
こ

と
か
ら
、一
度
顔
合
わ
せ
の
意
味
で
会
っ
た

ら
、す
ぐ
に
意
気
投
合
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。

　

自
分
の
分
身
み
た
い
な
男
が
い
る
の
だ

と
い
う
驚
き
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、日
本
農

業
へ
の
危
機
感
と
同
時
に
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
し
っ
か
り
つ
く
れ
ば
再
生
は
十
分
に

可
能
だ
と
い
う
問
題
意
識
も
同
じ
だ
っ
た

の
で
、驚
い
た
の
で
す
。

―
―
〇
七
年
に
オ
リ
ザ
合
同
会
社
を
設
立

し
、そ
の
三
年
後
に
現
在
の
株
式
会
社
組

織
と
な
っ
た
、ま
だ
若
い
会
社
で
す
ね
。

浅
井　
当
初
は
Ｌ
Ｌ
Ｃ
と
い
う
有
限
責
任

の
合
同
会
社
で
、資
本
金
一
〇
万
円
で
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
確
立

で
き
、や
れ
る
メ
ド
が
つ
い
た
の
で
、昨
年

四
月
に
三
〇
〇
万
円
の
資
本
金
で
株
式
会

社
組
織
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

―
―
浅
井
さ
ん
は
三
重
県
で
、小
平
さ
ん

は
鹿
児
島
県
で
、そ
れ
ぞ
れ
農
業
現
場
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
と
か
。株
式
会
社
オ
リ
ザ

の
経
営
は
ど
う
し
て
い
る
の
で
す
か
？

浅
井　
私
も
小
平
も
最
高
経
営
者（
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）で
す
が
、現
場
で
の
農
業
に
こ
だ
わ
っ

て
い
ま
す
。経
営
は
小
平
の
大
学
時
代
の

同
級
生
で
、商
社
で
穀
物
輸
入
に
携
わ
っ
て

い
た
藤
井
優
に
最
高
執
行
責
任
者（
Ｃ
Ｏ

Ｏ
）を
委
ね
て
い
ま
す
。

―
―
創
業
者
が
二
人
そ
ろ
っ
て
経
営
に
専

念
す
る
よ
り
も
、農
業
の
現
場
の
方
が
面

白
い
と
い
う
の
は
ユ
ニ
ー
ク
で
す
ね
。

浅
井　
小
平
は
京
都
大
学
農
学
部
で
イ
ネ

の
育
種
研
究
、卒
業
後
は
米
イ
リ
ノ
イ
大
学

の
大
学
院
に
留
学
し
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
品

種
改
良
の
研
究
を
続
け
る
ほ
ど
農
業
が
好

き
な
の
で
す
。実
家
の
あ
る
鹿
児
島
で
農
業

生
産
法
人
オ
リ
ザ
鹿
児
島
フ
ァ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
て
現
場
で
動
き
回
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、三
重
県
で
五
代
続
く
浅
井
農
園

と
い
う
植
木
な
ど
の
農
業
生
産
法
人
が
実

家
で
あ
り
、そ
の
経
営
を
引
き
継
ぐ
一
方
で
、

こ
の
株
式
会
社
オ
リ
ザ
と
の
か
ら
み
で
三

年
前
か
ら
ト
マ
ト
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、三
重
大
学
の
大
学
院
で
ト
マ
ト
の
研

究
も
や
っ
て
い
ま
す
。現
場
を
科
学
す
る
こ

と
を
重
視
し
て
い
る
の
で
、私
は
三
重
県
を

離
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

　
イ
ン
ド
で
合
弁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
―
創
業
者
二
人
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

で
ビ
ジ
ネ
ス
、サ
イ
エ
ン
ス
、フ
ァ
ー
ム
を

実
践
し
て
い
る
の
で
す
ね
。浅
井
さ
ん
の
研

究
は
ど
ん
な
内
容
な
の
で
す
か
。

浅
井　
農
産
物
の
機
能
性
評
価
、ト
マ
ト

の
ス
ト
レ
ス
制
御
に
よ
る
遺
伝
子
発
現
、ト

マ
ト
の
遺
伝
子（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）マ
ー
カ
ー
育
種

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
の
農
業
を
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
先
進

国
型
の
農
業
に
変
え
て
い
く
に
は
農
業
現

場
と
大
学
や
研
究
機
関
の
連
携
が
今
こ
そ

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
イ
ン
ド
で

新
た
に
農
業
生
産
へ
乗
り
出
す
と
か
。

浅
井　
そ
う
で
す
。小
平
が
持
ち
込
ん
だ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、イ
ン
ド
の
大
手
食
品
企

業
と
業
務
提
携
し
、今
年
四
月
か
ら
試
験

栽
培
を
開
始
、最
終
的
に
は
一
〇
〇
㌶
規
模

の
農
場
で
生
産
し
、欧
州
や
新
興
ア
ジ
ア

向
け
に
生
鮮
と
冷
凍
の
二
種
類
の
野
菜
を

輸
出
販
売
し
て
い
く
計
画
で
す
。

―
―
な
か
な
か
意
欲
的
で
す
ね
。

浅
井　
日
本
の
優
れ
た
農
業
技
術
に
磨
き

を
か
け
、日
本
と
は
違
っ
た
海
外
の
生
産
技

術
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
さ
せ
な
が
ら
、日
本
農

業
が
世
界
で
戦
え
る
よ
う
挑
戦
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
日
本
農
業
に
は
強
み
、弱
み
が
あ
り
、

そ
の
見
極
め
が
大
事
な
の
で
は
？

浅
井　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。日
本
農

業
が
世
界
で
戦
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
強

み
、弱
み
の
見
極
め
が
重
要
で
す
。私
が
思

う
に
、日
本
農
業
は
土
地
の
集
約
が
遅
れ

経
営
規
模
の
拡
大
と
い
う
点
で
劣
っ
て
い

ま
す
。そ
の
半
面
、技
術
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
は
あ
り
ま
す
し
、品
質
管
理
技
術
は
な

か
な
か
で
す
。繊
細
な
味
の
出
し
方
、味
の

う
ま
さ
で
も
競
争
力
は
あ
り
ま
す
。日
本

は
世
界
で
十
分
に
戦
え
ま
す
。　
　
　

 

（
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

牧
野
義
司
）
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奥にあるもの

作家

塩野 米松
しおの  よねまつ
1947年秋田県生まれ。東京理科大学理学部卒。
職人や漁師、森で働く人たちを訪ね、聞き書きの形
式で発表。芥川賞候補4回。主な著書は『木のいの
ち木のこころ』『木の教え』など多数。

　

初
め
て
の
町
や
村
を
訪
ね
る
と
、時
間
が
あ
る
限
り
端
を
見
て
歩
く
。地

図
を
見
て
、ま
ず
は
一
番
奥
の
集
落
、村
境
、町
境
の
峠
や
川
上
の
家
を
見

に
行
く
。

　

そ
こ
か
ら
順
に
町
の
中
心
部
に
下
り
て
く
る
。そ
の
間
の
景
観
の
変
化

や
地
形
の
違
い
、家
の
造
り
、庭
の
形
、バ
ス
停
の
名
前
、河
川
の
変
化
、橋

や
集
会
場
、墓
地
、学
校
や
神
社
、寺
の
位
置
な
ど
を
確
認
し
て
歩
く
。こ

う
す
れ
ば
、そ
こ
に
住
み
移
っ
た
人
た
ち
や
そ
こ
を
去
っ
て
い
っ
た
人
の
姿

が
見
え
る
気
が
す
る
か
ら
だ
。

　

中
心
部
は
、人
が
住
み
や
す
く
、地
形
の
い
い
場
所
に
築
か
れ
た
。そ
こ

は
川
の
合
流
で
あ
り
、平
地
の
広
が
る
場
所
で
あ
る
。人
が
集
ま
り
商
店
や

役
場
が
あ
る
。そ
の
周
囲
に
は
田
園
や
林
が
、そ
の
奥
に
は
山
々
が
並
ん
で

い
る
。奥
へ
奥
へ
と
住
処
や
仕
事
の
場
所
を
求
め
て
い
っ
た
人
の
多
く
は
、

後
か
ら
町
に
や
っ
て
き
た
。彼
ら
は
荒
れ
地
や
雑
木
の
林
を
切
り
開
き
、田

畑
を
作
り
、炭
を
焼
き
、耕
作
に
向
か
な
い
斜
面
を
牧
草
地
に
変
え
て
家
族

を
養
お
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

私
が
訪
ね
て
歩
く
コ
ー
ス
は
、そ
う
し
た
人
た
ち
が
町
に
下
り
て
く
る

道
で
あ
っ
た
。多
く
は
祭
り
や
市
日
に
品
物
を
現
金
に
換
え
る
た
め
心
躍

ら
せ
て
歩
ん
だ
道
で
は
な
か
っ
た
か
。彼
ら
の
目
で
町
を
見
た
い
の
だ
。

　

二
月
、三
月
も
そ
う
し
た
旅
を
し
た
。訪
ね
た
の
は
北
海
道
の
美
瑛
町
と

福
島
県
古
殿
町
。二
つ
の
共
通
点
は
、奥
地
ま
で
開
拓
者
が
入
っ
た
町
だ
っ
た
。

　

美
瑛
は
緩
や
か
な
傾
斜
地
の
奥
ま
で
広
大
な
田
畑
が
続
き
、雪
の
中
に

古
い
住
宅
が
朽
ち
て
い
た
。住
宅
跡
地
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
場
所
に
庭
木
だ

け
が
雪
を
被
っ
て
い
る
。入
植
し
、ま
た
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

そ
れ
と
も
町
に
出
た
子
供
た
ち
の
所
に
移
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

古
殿
で
は
入
植
者
が
山
間
の
土
地
に
入
っ
た
。沢
沿
い
の
狭
い
土
地
を

耕
し
、段
々
の
田
や
畑
を
開
い
た
。今
も
人
が
住
み
、ハ
サ
掛
け
の
跡
が
あ

る
。ほ
場
整
備
す
る
に
は
至
ら
ず
、昔
の
農
村
の
風
情
が
残
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
家
々
は
隣
と
の
距
離
が
遠
い
。曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
下
り

な
が
ら
、人
々
は
寂
し
さ
を
ど
う
紛
ら
わ
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ

た
。沢
向
こ
う
の
門
口
で
、犬
が
怪
訝
そ
う
に
見
て
い
た
。

フォーラムエッセイ



2011・5 AFCフォーラム　29

　
八
年
調
査
開
始
以
来
の
悪
さ

　

農
業
全
体
の
二
二
年
景
況
Ｄ
Ｉ（
動

向
指
数
）は
、図
１
の
と
お
り
、前
年
の

▲
一
七
・
四
か
ら
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
、

▲
二
五
・
二
と
な
り
ま
し
た
。平
成
八
年

の
調
査
開
始
以
来
最
低
だ
っ
た
一
九
年

（
▲
一
八
・
〇
）よ
り
も
、さ
ら
に
低
い
水

準
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
良
く
な
っ
た
」と
答
え
た
人
が
減
少

し
、「
悪
く
な
っ
た
」と
答
え
た
人
が
増

加
し
た
回
答
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

部
門
別
集
計
で
は
、養
豚
、採
卵
鶏
が

プ
ラ
ス
に
な
り
、酪
農（
都
府
県
）は
プ

ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
で
し
た
が
、そ
れ
以

外
は
す
べ
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、農
業
環

境
の
厳
し
さ
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、前
年
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
稲

作
、畑
作
が
と
も
に
マ
イ
ナ
ス
幅
が
大

き
く
拡
大
し
た
一
方
、前
年
マ
イ
ナ
ス
幅

が
大
き
か
っ
た
養
豚
は
プ
ラ
ス
に
転
じ

ま
し
た
。

　
大
震
災
で
見
通
し
変
動
も

　

先
行
き
を
探
る
二
三
年
の
農
業
全
体

の
経
営
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
▲
一
九
・
九
と
な

り
、マ
イ
ナ
ス
幅
が
二
二
年
景
況
Ｄ
Ｉ
の

▲
二
五
・
二
か
ら
わ
ず
か
に
縮
小
し
て
い

ま
す
。た
だ
、東
日
本
大
震
災
の
影
響
が

反
映
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、今
後
は
大
き

く
見
通
し
数
字
が
変
わ
る
の
は
避
け
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

部
門
別
で
見
る
と
、Ｄ
Ｉ
が
プ
ラ
ス
に

な
っ
た
も
の
は
、採
卵
鶏
、施
設
野
菜
の

み
と
な
り
ま
し
た
。採
卵
鶏
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
経
営
安
定
対
策（
従
来
の
価
格

差
補
て
ん
事
業
と
あ
わ
せ
て
行
う
成
鶏

更
新
に
よ
る
需
給
調
整
対
策
）に
対
す

る
期
待
が
大
き
く
表
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
一
方
、稲
作（
北
海
道
・
都
府
県
）、畑

作
お
よ
び
酪
農（
北
海
道
）で
は
、▲
三

〇
～
▲
四
〇
程
度
の
結
果
と
な
っ
て
お

り
、特
に
酪
農
や
養
豚
経
営
で
は
、二
二

年
の
猛
暑
の
影
響
に
よ
る
生
産
性
低
下

の
影
響
が
長
引
く
と
考
え
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
稲
作
が
マ
イ
ナ
ス
幅
拡
大

　

一
二
業
種
ご
と
の
景
況
Ｄ
Ｉ
と
二
三

年
見
通
し
Ｄ
Ｉ
の
結
果
は
、図
１
お
よ
び

グ
ラ
フ（
１
〜
13
）の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、部
門
別
結
果
の
う
ち
、稲
作
と

酪
農
に
つ
い
て
は
、北
海
道
、都
府
県
別

に
集
計
し
て
い
ま
す
。

　

景
況
Ｄ
Ｉ
は
、北
海
道
▲
三
六
・
九
、

都
府
県
▲
五
五
・
五
と
マ
イ
ナ
ス
幅
が

拡
大
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、供
給
過
剰
と

の
見
方
か
ら
概
算
金
が
大
幅
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
や
、猛
暑
に
よ
り
、一
等

米
比
率
が
過
去
最
低
と
な
っ
た
た
め
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

二
三
年
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、北
海
道
▲

四
一
・
三
、都
府
県
▲
三
九
・
三
と
な
り
、

北
海
道
で
は
、業
務
用
需
要
が
伸
び
ず

価
格
が
下
落
し
て
い
る
た
め
、マ
イ
ナ
ス

幅
が
拡
大
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、都
府
県
で
は
、コ
シ
ヒ
カ
リ
の

引
き
合
い
が
増
加
し
た
こ
と
や
、一
等
米

比
率
の
回
復
を
期
待
し
て
、マ
イ
ナ
ス
幅

が
縮
小
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、依
然
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
幅
が
大

き
く
、今
後
の
動
向
に
注
視
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

景
況
Ｄ
Ｉ
は
▲
三
二
・
二
と
マ
イ
ナ
ス

幅
が
拡
大
し
ま
し
た
。小
麦
・
大
麦
の
収

量
が
前
年
よ
り
低
下
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

二
三
年
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
三
二
・
二

と
マ
イ
ナ
ス
幅
が
横
ば
い
と
な
り
ま
し

た
。新
た
な
経
営
安
定
対
策
に
対
す
る

期
待
が
あ
る
一
方
、数
年
続
い
て
い
る
収

量
低
下
へ
の
不
安
が
入
り
混
じ
っ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

景
況
Ｄ
Ｉ
は
、▲
二
・
〇
と
マ
イ
ナ
ス

幅
が
縮
小
し
ま
し
た
。夏
場
の
高
温
な

ど
に
よ
る
品
薄
で
総
じ
て
価
格
が
堅
調

に
推
移
し
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

二
三
年
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
一
六
・
〇

と
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。根

菜
類
を
中
心
と
し
た
需
要
が
減
少
し
て

い
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

農業景況は
過去最低

天候不順などが響く

日本政策金融公庫（日本公庫）農林水産事業
では、スーパーＬ資金をご利用のお客さまの
近況を毎年お聞きし、分析結果を融資業務に
反映させていただいております。平成23年1月
に行った22年景況調査結果をまとめましたの
で紹介します。

日本政策金融公庫◦農林水産事業

Report on research

情報戦略レポート

22年調査結果
●

調
査
の
全
体
概
要

部
門
別
の
結
果
と
見
通
し

稲
作

露
地
野
菜

畑
作
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ト
マ
ト
の
価
格
が
堅
調
だ
っ
た
こ
と
や
、

原
油
価
格
が
高
騰
時
に
比
べ
弱
含
み
で

推
移
し
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

景
況
Ｄ
Ｉ
は
、▲
二
〇
・
五
と
前
年
に

比
べ
て
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
ま
し
た
。

猛
暑
な
ど
の
影
響
で
出
荷
量
が
減
少
し

た
も
の
の
、総
じ
て
価
格
が
堅
調
に
推

移
し
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

二
三
年
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
五
・
一
と

マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
す
る
見
通
し
と
な

っ
て
い
ま
す
。調
査
時
点
で
は
、原
油
価

格
が
高
騰
時
に
比
べ
弱
含
み
で
推
移
し

て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

景
況
Ｄ
Ｉ
は
、▲
五
一
・
八
と
前
年
よ

り
大
き
く
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
ま
し

た
。一
部
品
目
で
価
格
が
軟
調
に
推
移
し

た
こ
と
等
の
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

二
三
年
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
▲
三
二
・
五

と
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
て
い
ま
す
。調

査
時
点
で
は
、冬
場
の
鍋
物
需
要
が
あ

っ
た
た
め
、今
後
の
価
格
改
善
期
待
が

表
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

景
況
Ｄ
Ｉ
は
、北
海
道
▲
三
七
・
八
と

マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
、一
方
、都
府
県
は
〇
・

〇
と
プ
ラ
ス
幅
が
縮
小
し
ま
し
た
。北

海
道
で
は
生
ク
リ
ー
ム
向
け
乳
価
の
引

下
げ
に
よ
る
プ
ー
ル
乳
価
の
低
下
を
反

映
し
、都
府
県
で
は
、猛
暑
に
よ
る
乳
量

減
や
繁
殖
成
績
の
低
下
な
ど
の
影
響
に

で
生
産
量
は
減
少
し
、猛
暑
で
小
玉
化

し
た
た
め
、出
荷
量
は
減
少
し
た
も
の

の
、価
格
が
上
昇
し
た
た
め
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

二
三
年
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
二
・
六
と

ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。表
年
に

な
る
た
め
、価
格
が
軟
調
に
な
る
懸
念

も
あ
り
ま
す
が
、調
査
時
点
の
価
格
が

堅
調
だ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

景
況
Ｄ
Ｉ
は
、▲
六
・
九
と
マ
イ
ナ
ス

幅
が
縮
小
し
ま
し
た
。夏
場
の
高
温
な

ど
に
よ
る
品
薄
で
ト
マ
ト
な
ど
の
価
格

が
堅
調
に
推
移
し
た
た
め
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

二
三
年
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、一
・
二
と
プ

ラ
ス
に
転
じ
ま
し
た
。調
査
時
点
で
は
、

　

景
況
Ｄ
Ｉ
は
、▲
三
二
・
一
と
マ
イ
ナ

ス
幅
が
縮
小
し
ま
し
た
。凍
霜
害
の
影

響
で
一
部
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た

も
の
の
、生
産
量
の
減
少
に
よ
り
価
格

が
上
昇
し
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

二
三
年
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
一
九
・
一

と
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
ま
し
た
。二
一

年
ま
で
価
格
が
大
き
く
低
下
し
て
い
た

も
の
の
、二
二
年
に
持
ち
直
し
た
た
め
、

九
州
を
中
心
に
景
況
感
が
改
善
し
た
た

め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
果
樹
・
野
菜
は
逆
に
幅
縮
小

　

景
況
Ｄ
Ｉ
は
、▲
〇
・
九
と
マ
イ
ナ
ス

幅
が
縮
小
し
ま
し
た
。二
二
年
は
裏
年

図1　景況天気図

茶果
樹

施
設
野
菜

施
設
花
き

き
の
こ

酪
農

調査様式
平成22年の経営を振り返って、平成21年の経営と比べるといかがでしたか。

平成23年の経営の見通しについてどのようにお考えですか。

農業経営の全体的な業況は
１：良くなった　　２：変わらない　　３：悪くなった

平成23年の経営見通しは、平成22年と比べて
１：良くなる　　２：変わらない　　３：悪くなる

調査概要
●調査時点　　　　平成23年1月・郵送調査
●調査対象	　　　　スーパーＬ融資先（20,994先）
●有効回答数　　　6,424先（回収率30.6％）

（注）　　　 ≦ −50 < 　 　≦ −20 <　　 　≦ −5 

      −5 <  　 　< 5 ≦ 　 　　< 21 ≦
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よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

二
三
年
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、北
海
道
▲
三

〇
・
二
、都
府
県
▲
五
・
一
と
な
り
、北
海

道
は
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
た
も
の
の
、

都
府
県
で
は
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
い
ま

す
。特
に
都
府
県
で
、猛
暑
に
よ
る
繁
殖

成
績
の
低
下
な
ど
が
二
三
年
ま
で
影
響

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
た
め
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
肉
用
牛
は
今
後
回
復
期
待

　

景
況
Ｄ
Ｉ
は
、▲
七
・
四
と
マ
イ
ナ
ス

幅
が
縮
小
し
ま
し
た
。価
格
は
依
然
と

し
て
軟
調
に
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、販

売
価
格
に
対
す
る
飼
料
費
や
素
畜
費
な

ど
の
生
産
コ
ス
ト
割
合
が
低
下
し
た
た

め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

二
三
年
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
▲
一
・
七
と
マ

イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
時
点
で
は
、景
気
回
復
に
対
す

る
期
待
が
大
き
く
、牛
肉
需
要
増
に
よ

る
価
格
回
復
へ
の
期
待
が
表
れ
て
い
る

た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

景
況
Ｄ
Ｉ
は
、一
五
・
五
と
プ
ラ
ス
に

転
じ
ま
し
た
。価
格
が
前
年
に
比
べ
て

堅
調
に
推
移
し
た
こ
と
や
、配
合
飼
料

価
格
が
前
年
を
下
回
っ
て
推
移
し
た
た

め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

二
三
年
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
四
・
七
と

マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
い
ま
す
。一
～
三
月

期
の
配
合
飼
料
価
格
の
引
上
げ
や
猛
暑

に
よ
る
繁
殖
成
績
の
低
下
な
ど
が
二
三

年
ま
で
影
響
す
る
と
考
え
て
い
る
た
め

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

景
況
Ｄ
Ｉ
は
、一
四
・
一
と
プ
ラ
ス
に

転
じ
ま
し
た
。価
格
が
前
年
に
比
べ
て

堅
調
に
推
移
し
た
こ
と
や
、配
合
飼
料

価
格
が
前
年
を
下
回
っ
て
推
移
し
た
た

め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

二
三
年
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、三
三
・
一
と

プ
ラ
ス
幅
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。二
三
年

度
か
ら
の
新
し
い
経
営
安
定
対
策（
価

格
差
補
て
ん
＋
成
鶏
更
新
）に
対
す
る

期
待
が
表
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

調
査
は
、日
本
公
庫
の
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資

金
を
利
用
さ
れ
て
い
る
生
産
農
家
を
対

象
に
郵
送
で
調
査
票
を
送
り
、回
答
を

得
る
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

二
二
年
の
農
業
経
営
の
業
況
と
二
三

年
の
経
営
見
通
し
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ

前
年
に
比
べ
て
、「
良
く
な
っ
た
」、「
変

わ
ら
な
い
」「
悪
く
な
っ
た
」の
三
つ
の
選

択
肢
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
く
方
式
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、集
計
し
た
有
効
回
答
数
は
、六

四
二
四
先
で
、回
収
率
は
三
〇
・
六
％
で

し
た
。

　

稲
作
か
ら
採
卵
鶏
ま
で
一
二
業
種
に

分
類
し
た
経
営
部
門
別
に
集
計
し
、「
良

く
な
っ
た
」の
構
成
比
か
ら「
悪
く
な
っ

た
」の
構
成
比
を
差
し
引
き
、Ｄ
Ｉ
と
し

て
分
析
し
て
い
ま
す
。

（
注
）

　

本
調
査
は
一
月
に
実
施
し
た
も
の
で

あ
り
、東
日
本
大
震
災
の
影
響
は
反
映

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。な
お
、景
況
調
査
は
、

二
三
年
度
以
降
年
二
回
実
施
す
る
予
定

で
あ
り
、次
回
調
査
は
七
月
上
旬
に
実

施
し
、九
月
ご
ろ
公
表
予
定
で
す
。  

（
情
報
戦
略
部　

米
本　

正
弘
）

︹
三
月
三
〇
日
付
で
農
林
水
産
省
に
復
帰
︺

肉
用
牛

養
豚

採
卵
鶏

調
査
方
法

グラフ2　稲作

グラフ3　畑作 グラフ1　農業全体
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グラフ4　露地野菜グラフ9　きのこ

グラフ5　茶グラフ10　酪農

グラフ6　果樹グラフ11　肉用牛

グラフ7　施設野菜グラフ12　養豚

グラフ8　施設花きグラフ13　採卵鶏
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口
蹄
疫
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
が
相
次
ぐ
た
び
に
、殺
処
分
や
埋
却
と
い
っ

た
一
般
に
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
と
と
も
に
、石
灰
で
真

っ
白
に
な
っ
た
農
場
の
映
像
を
目
に
す
る
。口
蹄
疫
で

は
約
二
九
万
頭
の
牛
や
豚
が
処
分
さ
れ
、高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
す
で
に
一
七
〇
万
羽
を
超
え
る

鶏
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
大
規
模
な
対
策
は
、社
会
や
経
済
を
伝
染

病
か
ら
守
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
が
、ほ
か
の
動
物
の

感
染
症
で
は
こ
の
よ
う
な
大
規
模

な
防
疫
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

感
染
症
は
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
、

寄
生
虫
と
い
っ
た
病
原
体
が
人
や

動
物
な
ど
に
感
染
し
て
起
こ
る
病

気
で
、伝
染
病
も
こ
れ
に
含
ま
れ

る
。伝
染
病
は
科
学
的
定
義
に
基

づ
く
も
の
で
は
な
く
、感
染
症
の

う
ち
で
伝
播
力
が
強
く
社
会
や
経

済
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す

た
め
、あ
る
程
度
の
犠
牲
を
払
っ

て
も
公
衆
を
守
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
法
律
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

口
蹄
疫
は
い
っ
た
ん
発
生
す
れ
ば
、爆
発
的
に
感
染

が
拡
大
す
る
。口
蹄
疫
が
ま
ん
延
し
常
在
化
し
た
場
合

の
畜
産
物
生
産
に
与
え
る
長
期
的
な
損
失
は
、産
肉

量
で
一
〇
～
二
〇
％
、牛
乳
生
産
量
で
二
五
％
、幼
獣

死
亡
率
で
四
〇
～
九
〇
％
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
国
際
的
な
貿
易
制
限
に
伴
う
不
利
益
を
加

え
れ
ば
国
と
し
て
受
け
る
被
害
は
甚
大
な
も
の
に
な

る
。損
失
分
の
生
産
量
を
補
う
だ
け
の
畜
産
業
の
生
産

性
向
上
が
ど
れ
ほ
ど
困
難
で
あ
る
か
を
考
え
れ
ば
、病

気
の
排
除
が
最
も
経
済
的
で
あ
る
。

　

口
蹄
疫
は
感
染
動
物
を
感
染
源
と
し
て
伝
染
す
る

こ
と
か
ら
、感
染
動
物
の
処
分
と
消
毒
が
有
効
で
、移

動
制
限
と
と
も
に
、こ
れ
ら
の
措
置
を
ど
れ
だ
け
早
く

徹
底
し
て
実
施
で
き
る
か
が
対
策
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
と
関
連
法
令
が
、口
蹄
疫
な

ど
の
伝
染
病
に
つ
い
て
は
同
居
し
た
動
物
を
も
処
分

す
る
と
い
う
よ
う
な
財
産
権
に
も

影
響
す
る
厳
し
い
防
疫
を
求
め
て

い
る
の
も
、そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
一
方
で
、人
の
医
療
分
野
に
は
、

も
は
や
伝
染
病
は
存
在
し
な
い
。

か
つ
て
は
人
で
も
伝
染
病
予
防
法

の
も
と
で
隔
離
や
強
制
措
置
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、予
防
治
療

技
術
の
発
達
と
人
権
意
識
の
高
ま

り
に
よ
っ
て
法
律
は
廃
止
さ
れ
、

現
在
の
感
染
症
法
に
は
伝
染
病
と

い
う
用
語
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
医
療
分
野
で
は
感
染
症

対
策
は
予
防
が
主
体
で
あ
り
、流
行
状
況
や
発
生
状

況
に
応
じ
て
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
を
主
体
と
し
た
対

策
が
中
心
で
あ
る
。

　

感
染
症
研
究
の
出
口
が
病
気
対
策
に
あ
る
と
し
て

も
、家
畜
と
人
で
は
同
じ
感
染
症
研
究
で
あ
っ
て
も
要

求
さ
れ
る
出
口
は
異
な
っ
て
お
り
、科
学
的
イ
ン
パ
ク

ト
に
加
え
て
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
、経
済
的
イ
ン
パ
ク

ト
の
三
つ
の
視
点
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
家
畜
伝
染
病
研
究
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　

伝染病と感染症
（独）農業・食品産業技術総合研究機構 動物衛生研究所

企画管理部長

津田 知幸

口蹄疫の防疫作業

Profile

つだ  ともゆき
1956年、熊本県生まれ。宮崎大学農学部獣医学科
修士課程修了後、農林水産省家畜衛生試験場入省。
同海外病研究部、九州支所臨床ウイルス研究室長、
動物衛生研究所研究管理監などを経て、2010年より
現職。獣医ウイルス学が専門で、口蹄疫疫学調査も
務めた。
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書評

　

世
評
高
か
っ
た
こ
の
本
が
、文
庫
本
で
読
め
る
。明
治

一
一
年
四
月
ひ
と
り
の
英
国
女
性
が
日
本
に
や
っ
て
来
た
。

四
七
歳
だ
っ
た
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
は
一
人
の
日
本
人
の

青
年
を
通
訳
に
雇
っ
て
、毎
日
馬
を
乗
り
継
ぎ
、東
北
か

ら
北
海
道
を
旅
行
す
る
。そ
し
て
一
二
月
に
離
日
す
る
ま

で
の
旅
行
記
が
こ
の
本
で
あ
る
。

　

な
ぜ
今
日
こ
の
本
が
見
直
さ
れ
て
い
る
か
、そ
の
理
由

は
二
つ
あ
る
。ま
ず
、日
本
人
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
す

ぎ
て
記
録
す
る
こ
と
な
ど
な
い
こ
と
が
、外
国
人
の
ま
な

ざ
し
で
は
新
鮮
だ
か
ら
事
細
か
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。ま

る
で
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ
た
よ
う
な
気
に
な
る
。

　

た
と
え
ば
、浮
浪
者
や
乞
食
が
ひ
と
り
も
い
な
い
こ
と
、

ノ
ミ
や
蚊
を
気
に
し
て
い
な
い
こ
と
、み
ん
な
礼
儀
正
し

く
深
々
と
お
辞
儀
を
す
る
こ
と
、馬
の
方
が
主
人
よ
り
も

良
い
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
、ど
の
村
に
も
鶏
は
た
く
さ

ん
い
る
が
、そ
れ
を
殺
す
と
い
う
と
、人
々
は
い
く
ら
お

宇
根　

豊

（
百
姓
）

金
を
出
し
て
も
売
っ
て
く
れ
な
い
こ
と
、子
ど
も
が
う
る

さ
か
っ
た
り
、言
う
こ
と
を
き
か
な
か
っ
た
り
す
る
の
を

見
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

　

次
に
当
時
す
で
に
近
代
化
を
成
し
遂
げ
て
い
た
英
国

人
が
、近
代
化
さ
れ
て
い
な
い
東
北
・
北
海
道
の
農
村
の

生
活
を
ど
う
捉
え
た
か
が
よ
く
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。そ

れ
は
彼
女
自
身
の
思
想
を
あ
ぶ
り
出
す
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。彼
女
は
揺
れ
動
い
て
い
る
。あ
ま
り
に
も
近
代
化

が
後
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
同
情
と
、近
代
化
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
へ
の
安
心
と
の
間
で
苦
悶
し
て
い
る
。た
と
え
ば
、

日
本
の
農
婦
が
馬
子
の
勤
め
て
く
れ
た
と
き
の
足
ど
り

の
達
者
ぶ
り
を
た
た
え
た
後
に
、「
き
つ
い
ス
カ
ー
ト
と

ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
た
め
に
文
明
社
会
の
婦
人
た
ち
が
痛
そ

う
に
足
を
ひ
き
ず
っ
て
歩
く
よ
り
も
、私
は
好
き
で
あ

る
」「
日
本
人
は
和
服
を
つ
け
る
と
美
し
く
威
厳
を
増
す

が
、洋
服
を
つ
け
る
と
猿
に
似
て
見
え
た
」と
言
う
。

　

近
代
化
さ
れ
る
前
の
日
本
は「
世
界
中
で
日
本
ほ
ど
、

婦
人
が
危
険
に
も
不
作
法
な
目
に
も
遭
わ
ず
、ま
っ
た
く

安
全
に
旅
行
で
き
る
国
は
な
い
と
私
は
信
じ
て
い
る
」と

彼
女
に
言
わ
せ
る
ほ
ど
の
社
会
で
あ
っ
た
。

　

私
は
村
の
風
景
の
記
述
が
じ
つ
に
多
い
こ
と
に
打
た

れ
た
。そ
れ
ほ
ど
日
本
の
風
景
が
美
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う

が
、「
風
景
は
旅
行
者
が
発
見
す
る
」と
い
う
原
理
は
正
し

い
と
思
っ
た
。た
ぶ
ん
持
病
が
あ
る
彼
女
を
い
ち
ば
ん
癒

し
た
の
は
、か
つ
て
こ
の
国
に
充
満
し
て
い
た
田
舎
の
美

し
い
風
景
だ
っ
た
ろ
う
。荒
れ
た
田
畑
が
あ
ふ
れ
る
現
代

の
日
本
国
家
が
失
っ
た
も
の
で
あ
る
。彼
女
は
書
い
て
い

る
。「
草
ぼ
う
ぼ
う
の
怠
け
者
の
畑
は
、日
本
に
は
存
在
し

な
い
」と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

『
日
本
奥
地
紀
行
』

現
代
の
タ
イ
ムマ
シ
ン
で
見
え
る
も
の

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
著
／
高
梨 

健
吉
訳

書
評

タイトル	 著 者	 出版社 定 価
どこまでもやさしく牛を読む	 増田 淳子/著	 農林統計協会	 1,890円
ＴＰＰでどうなる日本？	 季刊地域 No.05 2011年春号	 農山漁村文化協会	 900円
ＴＰＰ亡国論	 中野 剛志/著	 集英社	 798円
ＴＰＰ問題と日本農業	 服部 信司/著	 農林統計協会	 1,575円
〔逐条解説〕　農地法	 高木 賢・内藤 恵久/著	 大成出版社	 5,250円
農業と農政の視野	 生源寺 眞一/著	 農林統計出版	 1,680円
日本林業はよみがえる	 梶山 恵司/著	 日本経済新聞出版社	 1,890円
急浮上するＴＰＰで日本農業はどうなる？	 農業と経済 2011.5 臨時増刊号	 昭和堂	 1,700円

「食料自給率」の罠	 川島 博之/著	 朝日新聞出版	 1,575円
農山村再生の実践	 小田切 徳美/著	 農山漁村文化協会	 2,940円

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

（平凡社ライブラリー・1575円 税込）

読まれてます 三省堂書店農水省売店（平成23年3月9日～平成23年4月10日・価格は税込）

前号本欄ランキング情報に誤りがあり、正しくは以下のとおり。1位 どこまでもやさしく牛を読む（増田淳子著、農林統計協会）　2位 TPP問題と日本農業（服部信司著、農林
統計協会）　3位 TPP反対の大義（農山漁村文化協会） 以下省略
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日
本
公
庫
山
口
支
店
農
林
水
産
事
業

は
、一
月
二
六
日
に
山
口
県
農
業
法
人
協

会
と
の
共
催
に
よ
る
合
同
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。当
日
は
同
協
会
の
会
員

に
加
え
、国
民
生
活
事
業
や
中
小
企
業

事
業
の
取
引
先
・
関
係
機
関
も
含
め
五

〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
講
演「
我
が
国
の
農
業
・
農

村
が
直
面
す
る
現
状
」で
は
、日
本
農
業

法
人
協
会
の
紺
野
和
成
専
務
理
事
か
ら

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
最
近
の
情
勢
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
農
商
工
連
携
へ
の
取
り
組

み
に
関
す
る
意
見
交
換
会
で
は
、山
口

商
工
会
連
合
会
・
や
ま
ぐ
ち
産
業
振
興

財
団
か
ら
関
連
事
業
の
紹
介
が
あ
っ
た

あ
と
、参
加
者
間
で
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
山
口
支
店
）

　

日
本
公
庫
盛
岡
支
店
農
林
水
産
事
業

は
、二
月
二
一
日
、岩
手
県
農
業
会
議
、

岩
手
県
農
業
法
人
協
会
と
の
共
催
で｢

経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、日
本
農
業
法
人
協
会

常
務
理
事
の
橋
本
和
孝
氏
よ
り｢

Ｔ
Ｐ

Ｐ
等
貿
易
の
自
由
化
と
日
本
農
業
へ
の

影
響｣

と
題
し
て
、ま
た
元
ロ
ー
ソ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
社
長
の
都
築
冨
士
男
氏
か
ら

は｢

食
糧
・
農
業
・
流
通
事
業
と
中
小
企

業｣
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、株
式
会
社
銀
河
農
園
代
表

取
締
役
の
橋
本
正
成
氏
か
ら
は
、ア
グ

リ
・
コ
ラ
ボ
・
サ
ー
ク
ル
の
取
り
組
み
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、今
後
の
経
営
戦
略

ま
た
経
営
課
題
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
を

得
た
と
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
盛
岡
支
店
）

　

日
本
公
庫
盛
岡
支
店
農
林
水
産
事
業

は
、二
月
二
三
日
、盛
岡
市
内
で
農
業
経

営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
、県
内
の
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
一
九
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
「
最
近
の
農
業
政
策
」と
題
し
て
、東

北
農
政
局
岩
手
農
政
事
務
所
か
ら
、県

内
で
の
戸
別
所
得
補
償
政
策
お
よ
び
六

次
産
業
化
推
進
に
か
か
わ
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
、説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、日
本
公
庫
よ
り
最
近
の
農

業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
話
題
や

全
国
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
参
加
報
告
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、県
内
で
は
四
五
名
の
農
業
経

営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
専
門
分
野
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。引

き
続
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
間
の
連
携
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。　
　

  （
盛
岡
支
店
）

　

日
本
公
庫
仙
台
支
店
農
林
水
産
事
業

は
、二
月
二
三
日
、「
若
手
漁
業
経
営
者
意

見
交
換
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は

宮
城
県
で
野
菜
や
米
の
生
産
か
ら
加
工
・

販
売
を
手
が
け
る
株
式
会
社
舞
台
フ
ァ

ー
ム
の
針
生
信
夫
社
長
か
ら
六
次
産
業

化
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

出
席
者
は
苦
労
話
や
成
功
秘
話
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。ま
た
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト

の
高
成
田
享
氏
よ
り
幅
広
い
見
地
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
農
業
で
の
先
駆
的

取
り
組
み
を
学
び
、漁
業
で
の
六
次
産

業
化
へ
向
け
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高

ま
っ
た
」、「
農
業
者
の
経
営
す
る
直
売

施
設
に
も
出
店
し
た
い
」と
の
意
見
も

あ
り
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

（
仙
台
支
店
）

山
口
で
合
同
交
流
会
を
開
催

盛
岡
で｢

経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー｣

開
催

｢

岩
手
県
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
連
絡
協
議
会｣

を
開
催

仙
台
で
漁
業
者
の
意
見
交
換
会

開
催

ＴＰＰについて講演する紺野氏

参加者は１５０名を超え大盛況

東北各県の若手中小漁業者七名が集った

今後もアドバイザー間の連携を強化する
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日
本
公
庫
東
京
支
店
農
林
水
産
事
業

は
国
民
生
活
事
業
・
中
小
企
業
事
業
と

の
連
携
の
下
、三
月
四
日
、公
庫
ビ
ル
に

て「
農
商
工
連
携
セ
ミ
ナ
ー
・
商
談
会
」

を
共
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は「
農
商
工
連
携
」に
関
心
を
持

つ
都
内
の
農
業
者
、食
品
加
工
・
流
通
業

者
に
加
え
、秋
田
県
・
福
島
県
の
農
業
者
、

農
業
関
連
産
業
の
事
業
者
も
集
い
、さ

ら
に
社
団
法
人
日
本
農
業
法
人
協
会

（
以
下
法
人
協
会
）、独
立
行
政
法
人
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
関
東
支
部（
以

下
中
小
機
構
）、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

東
京
商
工
会
議
所
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
中
小
機

構
か
ら「『
農
商
工
連
携
』へ
の
取
組
み

に
つ
い
て
」と
題
し
、農
商
工
等
連
携
施

策
の
概
要
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、管

内
の
認
定
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
交
流
会
で
は
、参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
が
自
社
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

農
商
工
連
携
に
何
を
期
待
す
る
か
を
述

べ
、そ
の
意
向
を
く
む
形
で
中
小
機
構

が
連
携
と
課
題
解
消
の
た
め
の
ヒ
ン
ト

を
示
唆
す
る
形
で
進
行
し
ま
し
た
。単

に
農
産
物
を
媒
介
し
た
取
引
に
と
ど
ま

ら
ず
、認
定
事
例
か
ら
応
用
で
き
そ
う

な
コ
ン
セ
プ
ト
や
ア
イ
デ
ア
を
披
露
し
、

参
加
者
に
新
た
な
視
点
を
提
示
す
る
中

小
機
構
の
説
明
に
参
加
事
業
者
も
大
い

に
刺
激
を
受
け
、連
携
の
実
現
に
期
待

を
膨
ら
ま
せ
た
様
子
で
し
た
。

　
一
方
で
付
加
価
値
性
を
正
当
に
評
価

し
て
ほ
し
い
農
業
者
側
と
、調
達
コ
ス
ト

を
抑
え
た
い
食
品
加
工
・
流
通
業
者
側

と
の
意
識
の
溝
も
浮
き
彫
り
に
な
り
、

今
後
の
課
題
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

ま
た
法
人
協
会
か
ら
、全
国
の
会
員

農
業
者
と
の
距
離
を
近
づ
け
る「
ア
グ

リ
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部
」の
紹
介
も
あ
り
、

商
工
業
者
に
も「
農
業
」が
身
近
に
思
え

た
一
日
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
初
の
試
み
と
し
て
小
規
模
の

開
催
と
し
ま
し
た
が
、参
加
者
の
意
向

を
踏
ま
え
今
後
拡
充
も
検
討
し
ま
す
。

（
東
京
支
店
）

「
農
商
工
連
携
セ
ミ
ナ
ー・

商
談
会
」開
催

異業種間での交流により新たなアイデアや課題が

愛知名港花き地方卸売市場を視察する研修生

　

日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
は
、二
月
一

六
日
か
ら
二
三
日
ま
で
の
八
日
間
、Ａ
Ｐ

Ｒ
Ａ
Ｃ
Ａ（
ア
ジ
ア
太
平
洋
・
農
村
・
農

業
金
融
協
会
）加
盟
機
関
職
員
の
一
〇
名

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
七
名
・
ネ
パ
ー
ル
二
名
・
イ

ン
ド
一
名
）に
加
え
、タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府

職
員
二
名
を
研
修
生
と
し
て
受
け
入
れ

ま
し
た
。

　

研
修
で
は
ま
ず
、わ
が
国
の
農
業
・
農

業
金
融
の
概
要
と
農
林
水
産
事
業
本
部

の
役
割
、農
業
分
野
で
の
動
産
担
保
融
資

（
Ａ
Ｂ
Ｌ
）、中
小
企
業
金
融
と
国
民
生
活

事
業
本
部
の
役
割
、さ
ら
に
は
日
本
の
農

協
と
そ
の
信
用
事
業
な
ど
に
つ
い
て
講

義
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
講
義
に
あ

た
っ
て
は
、東
京
大
学
農
学
生
命
科
学
研

究
科
准
教
授
の
万
木
孝
雄
氏
を
は
じ
め

外
部
の
先
生
方
に
も
講
師
と
し
て
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
義
の
あ
と
研
修
生
は
、現
場
で
理
解

を
深
め
る
た
め
愛
知
県
に
足
を
運
び
、日

本
公
庫
名
古
屋
支
店
、愛
知
名
港
花
き

地
方
卸
売
市
場（
切
花
市
場
）、松
浦
進

氏（
施
設
花
き
・
胡
蝶
蘭
）、有
限
会
社
マ

ー
コ（
施
設
花
き
・
菊
）、愛
知
み
な
み
農

業
協
同
組
合（
総
合
農
協
）、イ
シ
グ
ロ

農
芸
有
限
会
社（
施
設
野
菜
・
ト
マ
ト
）

を
訪
れ
見
学
し
ま
し
た
。

　

訪
問
先
で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
概
要
を

学
ん
だ
上
、安
定
的
な
仕
入
れ
や
販
路
開

拓
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。ま
た
、日
本
の
農
作
物
の
品
質

の
よ
さ
は
、農
業
全
体
の
専
門
性
や
農
場

労
働
者
の
ス
キ
ル
の
高
さ
か
ら
く
る
も

の
だ
と
の
声
が
多
数
あ
が
り
、研
修
の
成

果
を
帰
国
後
の
政
策
提
言
に
役
立
て
る

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、震
災

の
直
後
に
は
、多
く
の
研
修
生
か
ら
お
見

舞
い
の
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
情
報
戦
略
部
）

Ａ
Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ａ
研
修
生
受
入
れ
で
愛
知

県
の
担
い
手
農
業
者
や
農
協
を
訪
問 ●

交
叉
点
●



♠
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
多
く

の
犠
牲
者
、被
災
者
の
皆
さ
ま
に
ご

冥
福
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

日
本
の
漁
業
基
地
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
東
北
地
方
の

漁
港
は
、漁
船
や
乗
組
員
を
含
め
、

今
回
の
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
復
興
に
向

け
て
、ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
て
い
く

の
か
、苦
し
い
選
択
が
迫
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
れ
ま
で
の
震
災
の
歴

史
に
は
、そ
の
都
度
、必
ず
立
ち
直

っ
て
き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。ど
う

か
、被
災
者
の
皆
さ
ん
あ
き
ら
め
な

い
で
く
だ
さ
い
。

（
広
島
県
・
六
九
歳
・
亘　

幸
男
）
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お
詫
び

　

こ
の
た
び
の
震
災
に
よ
る
影
響

で
、前
回
四
月
号（「
家
畜
災
害
」克

服
へ
の
検
証
）と
今
回
の
五
月
号

に
つ
い
て
、被
災
地
で
あ
る
岩
手

県
、宮
城
県
、福
島
県
の
皆
さ
ま

（
一
部
地
域
を
除
く
）に
お
届
け
で

き
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

日
本
政
策
金
融
公
庫
農
林
水
産
事

業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。発
行
に
あ
わ
せ
ア
ッ

プ
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

スーパーＬ資金の実質無利子化措置が23年度も継続します

ご利用いただける方

　昨年度に引き続き、23年度もスーパーＬ資金の実質
無利子化措置が行われます。
　この措置は、農業をめぐる情勢が厳しくなる中で、意
欲的に生産拡大などに取り組まれる農業者の皆さまを
支援するため、スーパー L 資金を借り入れる際に、㈶農
林水産長期金融協会が利子助成することで、借入者の金

認定農業者（農業経営改善計画を作成して市町村長の認定を受けた個人・法人）
※なお、個人の場合、簿記記帳を行っていること、又は今後簿記記帳を行うことが条件となります。

利子助成の
対象事業

利子助成を
受けられる期間

利子助成の
対象限度額

事業実施期間

農地等の取得・造成、施設・機械の取得、改良・造成等、長期運転資金
なお、資金使途が、主食用米の生産に供する農地、施設又は機械の取得、改良又は造成の場合は、農業者戸別所得補償
制度（米の所得補償交付金）の対象農業者（予定の者を含む）が対象となります。

貸付当初５年間
６年目以降は、通常の利息をお支払いいただきます。

【個人】１億円　【法人】３億円
ただし、それぞれ500万円以下のご融資は実質無利子化の対象外となります。

平成23年４月１日～平成24年３月31日までに当公庫が融資決定したもの。

■実質無利子化のための金利負担軽減措置の概要

※上記事項以外にも、資金をご利用いただくための要件等がございます。詳しくは、最寄りの日本政策金融公庫支店（農林水産事業）までお問い合わせください。

利負担を貸付当初５年間にわたって実質無利子とするも
のです。
　なお、この措置は、土地利用型農業だけでなく、畜産・
野菜などすべての営農類型が対象となりますが、農業者
戸別所得補償制度（米の所得補償交付金）と一体的な推
進を図ることになっています。
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アグリフードEXPO 東京 2011
プロ農業者たちの国産農産物・展示商談会

10:00～17:00 10:00～16:00

第6回

2011年 8月2日（火）～8月3日（水）

国
産
に
こ
だ
わ
り

農
と
食
を
つ
な
ぎ
ま
す

主　催 ：

後　援 ：農林水産省／中小企業庁／全国知事会／全国市長会／全国町村会（申請予定）

株式会社日本政策金融公庫 農林水産事業本部総合支援部
「アグリフードEXPO」事務局／エグジビション テクノロジーズ 株式会社

協　賛 ：

事務局 ：

（独）日本貿易振興機構／（独）農業・食品産業技術総合研究機構／（独）中小企業基盤整備機構／（社）日本農業法人協会／
日本ブランド農業事業協同組合／（社）日本養豚協会／（社）日本養鶏協会／日本鶏卵生産者協会／全国農業経営者協会／
全国農業協同組合連合会／全国農業協同組合中央会／（社）日本フードサービス協会／日本スーパーマーケット協会／
日本チェーンストア協会／（社）新日本スーパーマーケット協会／日本ハム・ソーセージ工業協同組合／農林中央金庫／
（株）みずほ銀行／（株）三井住友銀行／（株）三菱東京UFJ銀行／アグリビジネス投資育成（株）／全国消費者団体連絡会／
日本生活協同組合連合会／NPO法人 日本プロ農業総合支援機構／（株）日本農業新聞／沖縄振興開発金融公庫／
FOOD ACTION NIPPON推進本部（申請予定）
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●次代に継ぐ

農林水産事業
http://www.afc.jfc.go.jp
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万　徳島県阿南市立見能林小学校


